
低温・機器分析部門 部門長  鈴木 孝至  
 

本部門は，平成１８年度における自然科学研究支援開発センターの改組以来，

「低温実験部」および「物質科学機器分析部」，「低温・機器分析研究開発部」

の３部構成で運営しております。改組前において，「低温実験部」および「物質

科学機器分析部」は，それぞれが独立した文部省省令センターである「低温セ

ンター」および「機器分析センター」でありました。「低温・機器分析部門」で

は，本学の物質科学の教育研究に不可欠な液体ヘリウムなどの冷媒の安定供給

と，最先端の生命・物質・材料等の研究に不可欠な機器分析支援を行っており

ます。更に，安全講習や演示実験を始めとして教職員・学生・学外者等を対象

に広く教育活動も実施しています。「研究開発部」では，「複数の強秩序状態を

同時に有する新機能物質やカイラル対称性を特徴とする物質の開発と物性」に

関するプロジェクト研究を行っています。各部の活動実績詳細については該当

のページをご覧頂くこととして，以下に 26 年度実績の内で特筆すべき事項，新

規の事項などを纏めさせて頂きます。 
 
○ 低温実験部 
1. 昨年の全国的なヘリウムガスの供給タイトな状況が本年度は一段落したよ

うですが，中国等の需要増などで，近い将来，供給タイトに陥る危険性があ

ります。そのような状況でも，液体ヘリウムを安定に供給するため，キャン

パス全体を一つのヘリウム回収・液化・供給システムと捉え，液化機の点検・

整備はもちろんのこと，共同溝の回収配管やサブセンターの機器等にまで常

に注意を向け，それらの安定稼働に努めております。平成 26 年度では，前

年からの回収ガス純度悪化の問題を関係部局の教職員のご協力のもと解決

することができました。今後も，関係教職員や学生ユーザーにご協力を賜り

ながら，ヘリウム液化システムの安定稼働に努めてまいります。 
2. 液体ヘリウムを安定に安価に供給し続けるためには，ヘリウムの回収率を限

りなく１００％に近づけることしかありません。そのために，各グループの

回収率に応じた個別価格設定を 24 年度後期から開始しました。その結果，

26 年度後期では，二つの研究グループで回収率１００％を達成し，それら

のグループへの供給価格は，液体窒素の価格を下回っています。平均回収率

は９０％を超えておりますが，これを１００％とし，世界一安価な液体ヘリ

ウム供給価格を実現すべく努力してまいります。 
3. ヘリウム液化システムの更新が待ったなしの状況にあります。2003 年 3 月

に導入された現有の液化システムは一般的な更新期限の 10 年を過ぎ，今年

で 13 年目に突入しました。一方で，25 年度から液体ヘリウムの供給量は 6
万リットルに急増し，さらにユーザーの増加から供給量の増大が見込まれま

す。低温を必要とする先端的研究のインフラを死守するために，絶対に液化
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システムの更新は成し遂げなければなりません。概算要求を含め，更新に必

要なあらゆる可能性を探るため，事務方と綿密な打ち合わせを繰り返し，準

備を進めています。 
 
○ 物質科学機器分析部 
1. 当部では，学内だけでなく広く全国に共同利用機器を公開することに努めて

います。大学連携研究設備ネットワークに新たに4 台の機器を登録しました。

この結果，これまでに全17 台の装置が全国へ公開されました。 
2. 学内利用機器については，次のような先端機器の充実を致しました。まず，

円二色性分光システムが新たに共同利用機器として公開致しました。次に，

NMR の0.75mm 固体プローブの運用を開始しました。更に，ナノ・キャピ

ラリー・マイクロフロー高耐圧液体クロマトグラフィーシステムが導入され，

27年度4 月1 日から公開予定です。 
3. 実績の詳細は，物質科学機器分析部のページをご覧いただければと思います

が，概要のみ紹介させて頂きます。26年度における利用件数は27,726件，利

用時間数は22,466時間，利用登録者数は760人，講習会の開催回数は112回，

依頼測定件数は15,746件となっており，学内外の利用者に極めて大きな貢献

をしていると自負できる実績を上げております。 
 
○ 低温・機器分析研究開発部 
   理学研究科井上教授をリーダーとして「複数の強秩序状態を同時に有す

る新機能物質やカイラル対称性を特徴とする物質の開発と物性研究」を実

施しています。25年度から，井上教授は「カイラル対称性」をキーワード

とする物性研究に関するインキュベーション拠点のリーダーに選出され，

本年度は学内の共同研究者にとどまらず，学外にいる外部資金共同研究者

や国外の研究者と極めて活発な研究活動を行い顕著な成果をあげています。 
 
 今後もより充実した支援・教育研究活動を行って参ります。皆様からの一層

のご支援をお願い申し上げます。 
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低温・機器分析部門 低温実験部 

特色ある研究の紹介：超音波分光法によるプラセオジム化合物の反強四極子秩序と磁場誘起相転移の解明 
 

   大学院先端物質科学研究科  石井 勲 
 
 電子の自由度に起因した物性について，これまでの電荷とスピンに加えて，近年では軌道の自由度も注

目され，それらが絡み合った物性研究が国内外で精力的に行われている。局在 f 電子をもつ立方晶プラセオ

ジム化合物の結晶場は，軌道の自由度に起因した電気四極子をもち，磁気双極子をもたない非磁性二重項

をもつ。非磁性二重項を結晶場基底状態としてもつ物質は，

電気四極子を調べる良いステージになっている。ここで，

超音波実験から得られる弾性率は，図 1 に示すように電気

四極子の感受率になっている。これは，磁化率が磁気双極

子の感受率になっているのと同様で，超音波による歪み場

は対応する電気四極子と線形に結合する為である。この為，

超音波実験は電気四極子の優れたプローブである。  
最近注目されているプラセオジム化合物 PrT2Zn20(T=Ir, 

Rh)は，それぞれ Tc = 0.05 K と 0.06 K で超伝導転移を示す[1]。
超伝導転移とは別に，それぞれ TQ = 0.11 K と 0.06 K で相転

移を示すことが報告されており，結晶場基底状態の非磁性

二重項に起因した相転移と考えられていた。我々は，

PrT2Zn20 における TQ での相転移の起源を明らかにするため

に超音波実験を行った。非磁性二重項のもつ電気四極子に

よる相転移の場合，対応する横波弾性率(C11-C12)/2 で弾性ソ

フト化が期待される。 
図 2 に，PrIr2Zn20 の横波弾性率(C11-C12)/2 の温度依存性を

示す。(C11-C12)/2 は降温と共に単調に増加し，7 K 付近から

四極子相互作用によるソフト化を示した。図 2 の挿入図に

示すように，このソフト化は TQ で停止し，TQ以下ではハー

ド化に転じる。これは，TQ で四極子の自由度が消失したこ

とを示し，相転移が四極子に起因していることがわかった。

歪み－四極子相互作用と四極子間相互作用を考慮した歪み

応答関数による解析の結果を，図 2 の実線で示す。データ

をよく再現しており，得られた四極子間結合定数は負値で，

反強四極子（AFQ）秩序を示す。また，磁場中での超音波実験から得られた磁場－温度相図では，磁場印

可によって TQは増加していき，更に磁場をかけると減少に転じる。この AFQ 秩序に特徴的な TQ のリエン

トラントなふるまいも AFQ 秩序を支持している。以上の結果から，TQ での相転移が AFQ 秩序であること

を実験的に解明した。PrRh2Zn20 でも同様に TQでの AFQ 秩序を明らかにした[2]。PrT2Zn20 は四極子秩序相

内で超伝導を示す稀な物質であり，超伝導へ電気四極子のゆらぎが関与している可能性がある。 
一方，PrT2Zn20 の弾性率の磁場依存性では， TQ 以上の温度でも数テスラで明確なピークがみられる。こ

れは，AFQ 秩序の他に磁場誘起相転移があることを示唆する。結晶場第一励起状態は約 30 K の為，低温で

は基底状態の非磁性二重項のみで考えることができ，非磁性二重項が相転移に重要な役割を果たすと考え

られる。この磁場誘起相転移は，AFQ 秩序相が閉じる磁場領域から出現しているようにみえる。また，相

境界近傍の磁場における弾性率の温度依存性は零磁場よりも弾性ソフト化が増大し，かつ絶対零度に向か

ってソフト化し続けているようにみえることから量子相転移の可能性があり，その起源の解明に向けて研

究を続けている。本稿の研究は，広島大学 鈴木グループ，高畠グループと，新潟大学 後藤グループとの

共同研究であり，科研費（若手 B）の助成を受けている。 
[1] T. Onimaru et al., PRL 106, 177001 (2011).; PRB 86, 184426 (2012). 
[2] I. Ishii et al., JPSJ 80, 093601 (2011).; PRB 87, 205106 (2013).  

図 2: 弾性率(C11-C12)/2 の温度依存性．

電気四極子により弾性ソフト化．  
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図 1. 電気四極子と弾性率の関係． 
弾性率は電気四極子の感受率． 
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技術ノート：10 GPa までの比熱の絶対値測定が可能な交流法熱量計の開発 

自然科学研究支援開発センター 低温実験部  梅尾 和則 

 

固体の電子状態や相転移の研究において，比熱はエントロピーなどの重要な知見を与える熱力学状態量で

ある。近年，圧力下での比熱測定のために，ブリッジマンアンビルセルやダイヤモンドアンビルセルと交

流法を組み合わせた方法が開発されてきた[1,2]。しかし，それらの方法では，圧力セルの中に温度計（熱

電対）を入れるため，比熱の絶対値を精度良く求めるのは困難である。そのような困難を克服する手法と

して，我々はガスケットの外周に温度計を貼り付け，高圧下でも常圧と同じ精度で測定できる比熱計を開

発した[3]。これまでに 3 GPa までの圧力下で，0.5～4 K までの比熱測定を報告した。今回，圧力の上限を

10 GPa まで拡大するために，装置を改良した[4]。 
 図 1 に試料部分の断面を模式的に示す。試料は圧力媒体として用いた In (4.79 mg)に包まれている。今回

はテストのため，Pb (3.31 mg)を試料とした。それら

を厚さ 0.05 mm の Cu-Be 板(6.27 mg)で上下から包み

込むように挟んだ。温度計とヒーターのチップ抵抗

は加圧領域の外に出ている Cu-Be 板にワニスで張り

付けた。試料部とアンビルとの熱的絶縁にはダイヤ

モンド粉末（粒度 1/4 ミクロン）を用いた。アンビ

ルの先端には深さ 0.4 mm の窪みを付け，高圧下で試

料がはみ出るのを防いだ。 
交流法では，周波数 f が τint << 1/(2πf ) << τextを満たす

必要がある[5]。ここで，τext は試料部と熱浴の間の熱の

緩和時間，τint は試料内部が熱平衡状態に達する緩和時

間である。常圧，2 K での τext と τint はそれぞれ 0.68 s と
1.0710-3 s であった。一方，9 GPa でのそれらの値はそ

れぞれ 0.011 s，3.310-3 s であった。この結果から，圧

力下でも 1～25 Hz の周波数領域で上式の条件は満たさ

れることがわかった。 
 図 2 に圧力下で測定した Pb，In とガスケットの比熱

の温度変化を示す。常圧下では，7.2 K と 3.4 K にそれ

ぞれ Pb と In の超伝導転移に起因した比熱の明瞭な跳び

が観測された。内挿図に示すように，In とガスケットの

比熱を差し引いて求めた Pb の比熱は文献値[6]とよく一

致した。加圧にともない，それらの比熱異常は低温側に

シフトした。Pb の超伝導転移温度から見積もった最高

発生圧力は，8.5 ton の荷重で 9.0 GPa であった。また，

加圧によるデバイ温度の増大に起因した比熱の減少も

観測された。 
 本研究は高畠 敏郎氏（大学院先端物質科学研究科）との共同研究である。また，鬼丸 孝博氏，末國 晃
一郎氏（大学院先端物質科学研究科）には有益なコメントを頂いた。本研究で用いた Cu-Be 等の金属材料

の加工はすべて，広島大学ものづくりプラザ機械加工室で行われた。また，本研究は文部科学省科学研究

費補助金（C-25400375，C-21540363）の援助の下に行われた。 
参考文献 

[1] F. Bouquet, et al.: Solid State Comm., 113, 367 (2000). [2] A. Demuer, et al.: J. Low Temp. Phys., 120, 245(2000). 
[3] H. Kubo, et al.: J. Phys. Soc. Jpn., 76, Suppl. A 221 (2007). [4] 梅尾和則 : 固体物理 49(11), 637 (2014). [5] P. 
Sullivan, G. Seidel: Phys. Rev., 173, 679 (1968). [6] J. E. Neighbor et al.: Phys. Rev. 155, 384 (1968). 
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図 1 高圧下交流法熱量計の断面図  

図 2 圧力下における Pb と In の比熱  
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 3

利 用 状 況      
 

1. 学部別登録数（平成 27年 3月 31 日現在） 
       先端物質科学研究科         187 名 

       理学研究科（含附属施設）      433 名 

       工学研究科              42 名 

       総合科学研究科             7 名 

       教育学研究科             31 名 

       生物圏科学研究科           12 名 

       文学研究科               9 名 

       放射光科学研究センター         5 名 

       ナノデバイス・バイオ融合科学研究所  4 名 

       先進機能物質研究センター       13 名 

       ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ実践研究ｾﾝﾀｰ   7 名 

       HiSIM 研究センター          10  名 

       自然科学研究支援開発センター     32 名 

      計           792 名     

 

2. 利用申請者と研究テーマ 

利 用 申 請 者 研   究   テ   ー   マ 利用者数 

先端物質科学研究科 
 鈴木  孝至 

 世良  正文  

 高畠  敏郎 

 八木  隆多 

 高萩  隆行 

 角屋   豊 

 加藤  純一 

 黒田  章夫 

水沼  正樹 

 山田   隆 
 秋   庸裕 

 河本  正次 

荒川  賢治 

柿薗  俊英 

上野   勝 

土屋  英子 

岡村  好子 

 

多重極限物性およびメソスコピック物理学の研究 

強相関電子系の研究 

希土類・遷移金属を含む化合物の低温高圧下における磁性と伝導 

グラフェンヤトポロジカル絶縁体の電子構造の研究 

金属・半導体および有機材料の構造解析と精密制御に関する研究 

テラヘルツ帯電気信号発生および金ナノ粒子の光学特性評価 

環境バイオテクノロジーに関する研究 

微生物のタンパク質解析，生産物質解析 

モデル生物を用いた寿命制御機構の解析 

バクテリア・ファージ・植物等の分子生物学的研究 

機能性脂質の生合成機構に関する研究 

免疫・アレルギーと糖鎖の構造と機能に関する研究 

放射菌の二次代謝生合成およびその制御システムの解析 

微生物燃料電池の細胞外ナノワイヤ 
テロメアの研究 
出芽酵母の増殖・分化に関する基礎的研究（2） 
海洋微生物による金属回収 

 

18 

9 

20 

4 

14 

14 

14 

15 

3 

16 

10 

18 

10 

4 

8 

3 

7 

理学研究科 

 谷口  雅樹 

 黒岩  芳弘 

 平谷  篤也 

 圓山   裕 

 水田   勉 

 

強相関電子系の高分解能光電子分光実験 

誘電体結晶の構造物性の研究 

内殻励起された原子・分子・固体表面の反応過程 

放射光による磁性体の電子状態の研究 

遷移金属錯体の合成，構造，反応性に関する研究 

 

12 

7 

15 

13 

17 
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 4

 安倍   学 

 山﨑  勝義 

高口  博志 

相田  美砂子 

山本  陽介 

灰野  岳晴 

 

江幡  孝之 

井上  克也 

石坂  昌司 

鈴木  克周 

 小原  政信 

 菊池   裕 

 高橋  陽介 

 濱生  こずえ 
 山口  富美夫 

楯   真一 

 片柳  克夫 

 落合   博 

泉   俊輔 

 

 井出   博 

 坂本   敦 

 藤原  昌夫 

 山本   卓 

 星野  健一 

 日高   洋 

 田中  万也 

 安東  淳一 

 片山  郁夫 

廣瀬  丈洋 

草場   信 

 田川  訓史 

  

坪田  博美 

矢尾板 芳郎 

 三浦  郁夫 

 鈴木   厚 

 高瀬   稔 

 古野  伸明 

 田澤  一朗 

 花田  秀樹 

 高橋  秀治 

反応性中間体の反応挙動の精査とその応用 

化学反応速度論および動力学の実験研究 

化学反応速度論および動力学の実験研究 

機能性分子の構造と分子間・分子内相互作用に関する研究 
有機典型元素化合物の合成・構造・反応 
特異な包接モチーフを用いた超分子らせんポリマーの構築と高度

分子配列制御 

分子集合体の構造化学的研究 

キラル磁性体の合成と物性 

過冷却微小水滴の凝固メカニズムに関する研究 

バクテリア－真核生物間の遺伝子伝達機構の解析 

動物の環境応答に関する分子生理学的研究 

高血糖時における膵β細胞と血管内皮細胞との相互作用 

高等植物の成長制御の分子機構 

細胞分裂のメカニズム解明 
コケ植物の分子系統学的研究 

タンパク質のNMR構造解析 
タンパク質のX線構造解析 

哺乳類幹細胞におけるクロマチン動態と遺伝子発現解析 

植物生体内における分子の動態・状態変化を主に酵素科学的・生

化学的に取り扱う 

DNA損傷修復機構の解明 

植物の機能とその制御 

強磁場，微小重力空間における物理，化学，生物現象 

ウニ初期胚における遺伝子発現制御の研究 

地殻流体の研究 

地球型惑星の進化過程の解明 

地球表層での環境物質の循環に関する研究 

地球及び隕石を構成する鉱物の微細組織観察と化学組成測定 

岩石の変形に対する水の影響 

断層岩のレオロジーと地震の発生過程 

植物遺伝子資源に関する研究 

半索動物ギボシムシの再生および分子発生生物学的・ゲノム科学

的研究 

細胞分裂過程に関する研究 

両生類の変態の分子機構 

両生類の性決定と色彩発現 

初期発生の分子機構 

両生類におけるホルモン作用機構の解析 

両生類の卵形成，発生や異環境への両生類の影響等 

両生類変態メカニズム解明 

両生類における精子，卵などの細胞組織凍結保存に関わる研究 

両生類胚のDNA-タンパク質結合の解析 

17 

12 

7 

4 

22 

17 

 

13 

19 

6 

13 

9 

11 

11 

12 

8 

12 

12 

2 

11 

 

15 

12 

11 

13 

8 

25 

13 

18 

5 

1 

10 

1 

 

3 

4 

1 

4 

1 

1 

1 

3 

1 

工学研究科 

 犬丸   啓 

 大下  浄治 

 後藤  健彦 

松村  幸彦 

 

新規機能性無機材料の研究 

新規有機π電子系化合物の開発 

磁性微粒子と高分子の複合体の作製 

フォトクロミック金属酸化物の解析 

 

15 

21 

3 

3 

総合科学研究科 
 宇田川 眞行 

 浴野  稔一 

 

強相関電子系関連物質の光散乱 

超伝導体のトンネル分光，STM 

 

3 

4 

教育学研究科 
 蔦岡  孝則 

 古賀  信吉 

 

磁性化合物・合金，及び磁性機能材料の極低温における物性研究 

化学実験教材の開発 

 

19 

12 

生物圏科学研究科 
 前田  照夫 

 長沼   毅 

 

牛の凍結受精卵，精子の保存 

生物および鉱物に関する研究 

 

9 

3 
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文学研究科 
 奥村  晃史 

 

放射性炭素同位体年代測定・テフラ分析 

 

9 

放射光科学研究センター 

 谷口  雅樹 

 

放射光角度分解光電子分光による固体フェルミ面の研究 

 

5 

ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所

 中島  安理 

 

ナノデバイスの物性研究 

 

4 

先進機能物質研究センター 

 小島  由継 

 

水素貯蔵材料および電気材料に関する基礎研究 

 

13 

ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ実践研究ｾﾝﾀｰ 

 Mele  Paolo 

 舟橋  久景 

 

クリーンエネルギーのための材料開発 

生体外における細胞間コミュニケーションの研究 

 

3 

4 

HiSIM研究センター 

 三宅  正尭 

 

半導体デバイスにおける自己発熱，放熱の解析及びモデル化 

 

10 

自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

 中島   覚 

齋藤  健一 

  

梅尾  和則 

 

集積型錯体の低温物性，環境放射能に関する研究 

共同利用機器の管理と保守 

ナノ材料の分析と評価 

極低温・高温下における希土類化合物の磁性 

 

15 

7 

9 

1 

 

3. 寒剤容器利用状況 

 

 液体ヘリウム容器は，通常百万円前後と高価である。液体窒素容器

はこれ程高価でないが，小容器しか持たない利用者が，大きな容器を

必要とする場合がある。そこで，寒剤容器の安価な貸出し支援を行っ

ている。図は容量 50L 液体窒素（左）と 60L 液体ヘリウム容器（右）。 

・使用料金 

    液体ヘリウム容器（60L,100L）：300 円／日 

    液体窒素容器（50L）     ：100円／日 

  

                液体ヘリウム容器貸出し記録 

年度 件数 延べ日数 利 用 部 局 
平成 25 年 

 
平成 26 年 

166 
 

164 

961 
 

900 

理学研究科，先端研，総合科学研究科， 

ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 

理学研究科，先端研 

 

                液体窒素容器貸出し記録 

年度 件数 延べ日数 利 用 部 局 
平成 25 年 

 
平成 26 年 

3 
 
1 

24 
 

74 

理学研究科， 

先進機能物質研究センター 

工学研究科 

 

4. 機器利用状況 

              平成 26 年度機器利用状況 

  機器名      学部     研究室 
3He 冷凍機  先端物質科学研究科 低温物理学，磁性物理学 
 
 

ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

 
低温実験部 
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小型希釈冷凍機 
 
 

先端物質科学研究科 
ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

低温物理学，磁性物理学 
 
低温実験部 

断熱消磁冷凍機 
 
 
超伝導磁石 

先端物質科学研究科 
ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 

磁性物理学 
 
低温実験部 
低温物理学，磁性物理学 

 
 
 
ＳＱＵＩＤ磁束計 
 
 
 
 

 理学研究科 
ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 

  
理学研究科 

数理分子生命理学専攻物理環境化学 
 
低温実験部 
低温物理学，磁性物理学 
電子相関物理学 
物理科学専攻物性科学 
化学専攻固体物性化学 
地球惑星システム学専攻地球惑星進化学 

 

 

 

 

電子熱輸送評価装置（PPMS） 

 

 

 

 

 工学研究科 
総合科学研究科 

 教育学研究科 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 
 
総合科学研究科 

 教育学研究科 
ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ研究ｾﾝﾀｰ  
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

機械材料工学 
環境自然科学 
自然システム教育学 
アイソトープ総合部門，低温実験部 
低温物理学，磁性物理学， 
電子相関物理学 
環境自然科学 
自然システム教育学 
 
低温実験部 

試料振動型磁力計  先端物質科学研究科 磁性物理学 
極低温Ｘ線回折装置 
 
 

 先端物質科学研究科 
 理学研究科 
 工学研究科 

総合科学研究科 

磁性物理学 
物理科学専攻物性科学 
機械物理工学 
環境自然科学 

 
 
旋盤・ﾌﾗｲｽ盤等の工作機器 
 
 
ヘリウムリークディテクター 
 
 

 先進機能物質研究センター 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 

 総合科学研究科 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

 先端物質科学研究科 
 総合科学研究科 

自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

 
低温実験部 
磁性物理学，電子相関物理学 
環境自然科学 
低温実験部 他 
低温物理学，磁性物理学 
環境自然科学 
低温実験部 

   

 

5. 実験室利用状況 

平成 26 年度実験室利用状況 

実験室 利用者（代表） 人数 研究テーマ 
Ｈ101  鈴木孝至 18 多重極限物性およびメソスコピック物理学の研究 
Ｈ101  世良正文 9 強相関電子系の研究 
Ｈ101  高畠敏郎 20 希土類・遷移金属元素を含む化合物の低温高圧下における磁性と伝導 
Ｈ101 
Ｈ101 
Ｈ101 
Ｈ103 
Ｈ201 
Ｈ201 

 井上克也 
 藤原昌夫 
  梅尾和則 

宇田川眞行 
 高畠敏郎 
 井上克也 

19 

11 

1 

3 

20 

1 

キラル磁性体の合成と物性 
強磁場，極小重力空間における物理，化学，生物現象 

極低温・高圧下における希土類化合物の磁性 
強相関電子系関連物質の光散乱 
希土類・遷移金属元素を含む化合物の低温高圧下における磁性と伝導 

磁性化合物の低温における磁性と伝導 
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教 育 研 究 支 援 活 動           

1. 寒剤供給 
1.1 液体窒素と液体ヘリウムの供給 

  

液体窒素の利用はほぼコンスタントにあり，10部局にわたって広く利用されている（先端物質科学

研究科，理学研究科，工学研究科，総合科学研究科，教育学研究科，生物圏科学研究科，文学研究科，

放射光科学研究センター，ナノデバイス・バイオ融合科学研究所，自然科学研究支援開発センター）。 
液体ヘリウムの利用は長期的に見ると増加しつつあり，８部局にわたる広い利用がある（先端物質

科学研究科，理学研究科，工学研究科，総合科学研究科，教育学研究科，放射光科学研究センター，

ナノデバイス・バイオ融合科学研究所，自然科学研究支援開発センター）。 

 

1.2 寒剤移充填支援 

（1）液化機のランニングコスト削減（電気・液体窒素等）のため，ヘリウムの補充はガスでなく，

500Ｌ容器で液体を購入し，それを利用者の容器（60Ｌ，100Ｌ）へ移充填する。 

（2）特定の密閉型液体窒素容器（175Ｌ）は，充填が困難なので，当職員が行なう。 
 

（1）液体ヘリウム移充填支援 8 日（購入量 3,831Ｌ） 

（2）液体窒素充填支援 2 本／月 

 

1.3 寒剤製造・供給装置の保守 

次の液化・回収システム及び周辺機器の保守作業を常時行い，保安の確保と故障の未然防止に努め

ている。 

○ 定期的保守点検 

業者委託 

1. 平成 26 年 8 月，冷却塔および回路点検・洗浄（液化用圧縮機） 

2. 平成 26 年 8 月，空気圧縮機（液化システム各種弁の駆動圧力供給源）定期点検 

センター職員による作業 

（1）液化機本体ロータリーポンプオイル交換（1 回／年） 
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（2）高圧乾燥器ロータリーポンプオイル交換（1 回／年） 
（3）液化機本体ガス置換（1 回／3 ヶ月：不純物による管閉塞防止） 
（4）機器のフイルターの清掃（1 回／月） 
（5）冷却塔（クーリングタワー）水槽スーパー浄素交換（1 回/2 ヶ月） 
（6）冷却塔（クーリングタワー）水槽カルシウム除去センサー清掃（１回／月） 
（7）回収圧縮機(30m3/h)クランク室水分除去（１回／年） 
（8）液体窒素貯槽より密閉型液体窒素容器に汲み出し用フレキシブルホース取替え（2 回／年）                     

○ その他の保守（主なもの）  

平成 26 年 5 月，中圧乾燥器のヒーター交換，中圧・高圧乾燥器の制御盤換気ファン交換 

同乾燥器のシーケンスプログラムのバックアップ 

ヘリウム液化機内部精製運転のシーケンス調整 

平成 26 年 8 月，中圧・高圧乾燥器の吸着剤の交換 

液化用ヘリウム圧縮機のオーバーホール（オイル交換，点検整備） 

平成 26 年 12 月～平成 27 年 2 月 

工学部研究棟の耐震工事に伴う回収配管の撤去と新設の支援 

工学部サブセンターのブロアー故障への対応 

 

1.4 ヘリウムガス回収率向上への対策 

 ヘリウムは将来枯渇が危惧されている貴重な資源であり，ヘリウムガスの回収と再液化による有効

利用は液体ヘリウムを使用するユーザー

全員に課せられた義務である。そのよう

な観点から，当実験部としてもガス回収

率向上の一環として，毎月，各研究グル

ープのガス回収率調査とユーザーへの周

知を行っている。さらに，平成 24年度後

期から，ヘリウム供給価格を各研究グル

ープの回収率に対応した個別価格に変更

した。その結果，大学全体の月別の回収

率は右図のように概ね 90％を超えるよう

になった。今後，更なる回収率増加のた

め対策を検討中である。 

 

1.5 ヘリウム供給・回収システムのトラブルとその対応 

○ ヘリウム回収純度の断続的な低下 

 状況：平成 25年 7月ごろより，ヘリウム回収ガスの純度が 1日に 2，3 回，数十分間だけ極端に悪

化（50%以下）する状況が続いていた。 

 対策：空気混入箇所を特定するため，下記の対策を行った。 

(1) ヘリウム回収ガスのヘリウム純度，酸素濃度をデータロガーにて常時モニター。 

(2) キャンパス内のすべてのサブセンター巡視，空気混入が疑われるサブセンターのガスバッグ
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のヘリウム純度を計測。 

(3) ガス純度の低いサブセンターに関連する部局にある，ヘリウムを使用するすべての装置から

の回収ガス純度を計測。 

 原因：ある部局の実験室の目的が変更になり，液体ヘリウムを使用する必要がなくなったため，回

収配管を無断で切断し，その切断した個所をしっかり密閉していなかった。そのために，そ

こから空気が配管内に混入し，ガス純度が低下したと考えられる。 

 処置とその結果：上記の未使用配管を主管から切断し，切断箇所を完全に密閉した。その結果，以

前のような回収ガス純度の低下は起こらなくなった。 

 今後の対策：実験室の目的変更等でヘリウム回収配管を撤去する場合は，低温実験部に連絡してい

ただくように，ユーザーにお願いした。 

 

2. 高圧ガス保安業務  

 ヘリウムの液化・回収システムは，高圧ガス保安法（以下，法）により，規制の厳しい高圧ガス第

1 種製造設備と指定される。下記の 2.1 から 2.4 までは法によって義務づけられており，危険防止と

寒剤製造の継続許可（東広島市消防局）に不可欠な重要業務である。保安係員の監督下でこれらを実

施する。 
   高圧ガス製造所保安係員：梅尾和則，保安係員代理者：萩岡光治  
 
2.1 日常点検 ３回以上／日（設備の運転状態について始業時・終業時・ほか 1日に 1 回以上頻繁に） 
2.2 定期自主検査 （１回／年以内） 

外観検査，気密検査，断熱性能検査，保安装置（安全弁・保護装置作動試験）及び計器検査（圧力

計比較検査など），弁開閉検査，配管内流体標識検査，不同沈下測定検査他 
設備名 
（1）ヘリウム液化・回収システムの高圧ガス部分 

（液化機，高圧乾燥器，中圧乾燥器，ヘリウム貯槽，回収圧縮機 2 基，回収マニホールド，

供給マニホールド，液化窒素貯槽） 

（2）液化用圧縮機，油分離装置  各 1基 

（3）バッファータンク       3 基＊ 

（4）空気圧縮機（計装用）タンク  1 基＊ 

＊印は 2 種圧力容器定期自主検査として実施 

定期自主検査実施記録 

ヘリウム液化／回収システム・
液化窒素貯槽 

回収マニホールド＊ 

平成 26 年 8 月 25 日～9月 1 日 6 月 4，11 日 

＊回収マニホールドの気密検査は広大職員のみで実施 

 

2.3 開放検査 設備の耐圧性能の検査： 1 回／3 年。        

 本年度はヘリウム液化システムが対象であり，下記の設備について，配管の肉厚測定や溶接部の

カラーチェック，バルブの分解点検，部品の交換を行った。 
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開放検査実施記録 
実施年月日 平成 26 年 8 月 25, 26 日 
主要設備名 
(1) ヘリウム液化機 
(2) 回収ヘリウム圧縮機（東亜潜水社製） 
(3) 液体ヘリウム貯槽，高圧および中圧ヘリウム乾燥機，回収マニホールド 

 

2.4 保安検査 （１回／年） 

（東広島市消防局が実施する検査を受検。但し，液化窒素貯槽は 1 回／3年，ヘリウム回収圧縮機

は 1 回／2年） 

保安検査で不合格なら，寒剤供給は不可となるが合格を継続中である。 

設備名  液化システム製造設備一式 

保安検査受検結果 

ヘリウム液化／回収システム一式 判定 

平成 26 年 9 月 5 日受検 合格 

 

2.5 高圧ガス製造保安講習会 

・しばしば改正される高圧ガス保安法の不断の把握が必要 

年月日 場所 内容 出席者 

平成 26 年 10 月 24 日 広島県庁 広島県高圧ガス保安大会講習会 萩岡光治 

      高圧ガス製造所としての保安教育は所内で随時実施（7回／年）。 

 

3. 密閉型液体窒素容器・圧力計検査支援 

法により密閉型液体窒素容器（高圧ガス容器）は一定期間毎，容器検査所での検査義務がある。

圧力計は計量法により毎年の検査が必要である。 

本センターは容器検査所を平成 11 年度から開設し，低温実験の保安に寄与している。平成 26

年度は 5 年ごとの容器検査所の再登録の年に当たり，平成 27 年 2 月 14 日付で広島県より再登録

が許可された。 

 尚，本支援を実施しているのは，現在，本学，筑波大，東大物性研等である。 

     ・検査主任者：梅尾和則，検査実施者：萩岡光治,平田和文 

 

平成 26 年度 容器再検査及び圧力計検査記録 

密閉型液体窒素容器  圧力計        利 用   部   局 

7 台 7 個 理学研究科 

備考）平成 17 年 3 月，容器保安規則改正：容器再検査時に最高充填圧力ＦＰの刻印打刻（従来の

耐圧試験圧力ＴＰ不用となる） 
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4. 寒剤利用保安教育 
 

酸欠による死亡や爆発などの事故

を防ぐため，利用者に寒剤利用保安講

習会を実施した。昨年に引き続き，ビ

デオを用いて寒剤の汲出しの実際を見

せ，理解を助けた。講習会テキスト「寒

剤利用の手引き」は，独自のものを改訂し作成した。初心者にはセンター職員が実地指導した。 
 

場所：理学部Ｅ-102 号室（4/10，4/16） 
   低温・機器分析部門会議室 H-204 号室 

（5/22，5/23，5/28，10/16，10/20 臨時） 
講師：梅尾和則 
内容：寒剤の性質と汲出し方，酸欠・凍傷・ 
   爆発予防の注意事項，超低温容器の構 
   造・取扱い方，高圧ガス保安法他 
教材：「寒剤利用の手引き」他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 26 年度寒剤利用保安講習会実施記録 

月日 出席者数（内訳） 
4 月 11 日  140 名 （理 128，先端 3，工 5，教育 4） 
4 月 16 日 
5 月 22 日 
5 月 23 日 
5 月 28 日 
10 月 16 日 
10 月 20 日 

  96 名 （理 9，先端 1，工 58，総科 16，教育 4，生生 5，文 3） 
    8 名 （理 4，先端 2，教育 2） 
   7 名 （理 4，教育 1，文 1，センター1） 
  4 名 （先端 1，教育 2，センター1） 
  7 名 （先端 1，教育 1，生生 4，センター1） 
  5 名 （理 5） 

計 267 名 

4 月に実施した寒剤利用保安講習会 
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5. 設備／機器の改良・導入 

  寒剤の円滑供給・低温教育研究支援の為に次の購入・設備改良を実施。 

1. 酸素濃度計点検校正（13台：実験室と液化室） 

2. 酸素濃度計点検（液化棟のヘリウム回収ラインに設置，実験室 H-101） 

3. 工作室（理学部 H-102）に空調機設置，換気扇修理 

4. 管理室（I-101）の空調機更新 

 

6. 社会的貢献 

 極低温では，液体ヘリウムの超流動や超伝導といった特異な現象がある。超流動ヘリウムは粘性

を持たないので，壁をよじ登ったり（フィルムフロー），ナノサイズの隙間を通り抜ける（スーパー

リーク）。超伝導体では，超伝導体内への磁束の進入を妨げるマイスナー効果がある。常温では見ら

れないこれらの現象の一般公開は，低温科学の啓発に大きく役立つ。 

 今年度も，酸化物高温超伝導体のマイスナー効果と磁束ピン止め効果を利用した磁気浮上のデモン

ストレーション装置と，平成 17 年度に開発した超流動ヘリウム観察装置を用いて，次の授業支援お

よび一般公開を当実験部液化室で実施した。 

○ 授業支援（物理科学科） 

平成 26 年 6 月 26 日，参加者：物理科学科 1年次生 12 名  

内容：超流動 He 観察（フィルムフロー，噴水効果，スーパーリーク，カピッツアの蜘蛛） 

液体窒素温度で超伝導体の磁気浮上デモ 

○ 広島大学大学祭「極低温の不思議な世界」 

  平成 26 年 11 月 1 日  参加者：40 人 

内容：1）ヘリウム液化機公開 

2）超流動 He 観察 

  3）液体窒素温度で超伝導体の磁気浮上デモ 

  4）その他の液体窒素を用いた実験 

○ 液体窒素温度での超伝導体の磁気浮上デモ装置の貸し出し 

 

低温実験部を利用した論文数（平成 26 年度）：166 
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低温実験部を利用した論文（平成 26年度） 
 

 
1. Elastic anomalies of YbIrGe in magnetic fields T. Suzuki, Y. Noguchi, I. Ishii, H. Goto, S. Kamikawa, T.K. Fujita, and K. 

Katoh to be published in J. Phys.: Conf. Proc. (2015). 
2. Successive phase transitions in TbFe2Al10 T. Suzuki, S. Kamikawa, I. Ishii, Y. Noguchi, T. K. Fujita, K. Fujii, and T. 

Nishioka  J. Phys. Soc. Conf. Proc. 3 (2014) 011038. 
3. Elastic Softening of Transverse Modulus in YbIrGe I. Ishii, Y. Noguchi, S. Kamikawa, T. K. Fujita, K. Katoh, and T. Suzuki  

J. Phys. Soc. Conf. Proc. 3 (2014) 011057. 
4. Enhanced thermoelectric performance of Al-doped ZnO thin films on amorphous substrate S. Saini, P. Mele, H. Honda, D. J. 

Henry, P. E. Hopkins, L. Molina-Luna, K. Matsumoto, K. Miyazaki, and A. Ichinose Japan. J. Appl. Phys. 53 (2014) 060306. 
5. Thermoelectric properties of Al-doped ZnO thin films S. Saini, P. Mele, H. Honda, K.Matsumoto, K. Miyazaki, and A. 

Ichinose Journal of Electronic Materials 43 (2014) 2145. 
6. Neutron diffraction study of magnetic order in NdFe2Al10,   J. Robert, F. Damay, K. Saito, A-M. Bataille, F. Porcher, G. 

Andre, A. Gukasov, J-M. Mignot, H. Tanida, and M. Sera, Phys. Rev. B90, 224425-1-8 (2014). 
7. Collapse of spin gap by Ru-site substitution in the antiferromagnetic Kondo semiconductor CeRu2Al10   H. Tanida, H. 

Nohara, M. Sera, T. Nishioka, M. Matsumura, and R. Kobayashi, Phys. Rev. B90, 165124-1-6 (2014). 
8. Influence of Electron Doping on Magnetic Order in CeRu2Al10, R. Kobayashi, K. Kaneko, K. Saito, J-M. Mignot, G. Andre, J. 

Robert, S. Wakimoto, M. Matsuda, S. Chi, Y. Haga, T. D. Matsuda, E. Yamamoto, T. Nishioka, M. Matsumoto, H. Tanida, 
and M. Sera, J. Phys. Soc. Jpn. 83, 104707-1-5 (2014). 

9. Ru-NQR Study for Novel Phase Transition in CeRu2Al10, M. Matsumura, N. Tomita, J. Matsuoka, Y. Kishimoto, H. Kato, K. 
Kitagawa, T. Nishioka, H. Tanida, and M. Sera, J. Phys. Soc. Jpn. 83, 103705-1-5 (2014). 

10. Appearance of Antiferromagnetic Dipole Order in Ce0.5La0.5B6 with Pr Ion Doping, T. Matsumura, K. Kunimori, A. Kondo, 
K. Soejima, H. Tanida, J-M. Mignot, F. Iga, and M. Sera, J. Phys. Soc. Jpn. 83, 094724-1-7 (2014). 

11. Collapse of Anisotropic Hybridization Gap below 20 K in Kondo Semiconductor CeFe2Al10 by Pressure and Magnetic Field,   
H. Tanida, M. Nakamura, M. Sera, A. Kondo, K. Kindo, T. Nishioka, and M. Matsumura, J. Phys. Soc. Jpn. 83, 084708-1-6 
(2014). 

12. Large ferroquadrupole moment induced in the octupole-ordered Ce0.7La0.3B6 revealed by high-resolution x-ray diffraction, T. 
Inami, S. Michimura, Y. Hayashi, T. Matsumura, M. Sera, and F. Iga, Phys. Rev. B 90, 041108(R)-1-5 (2014). 

13. Dispersive magnetic-resonance mode in the Kondo semiconductor CeFe2Al10, J-M. Mignot, P. A. Alekseev, J. Robert, S. Petit, 
T. Nishioka, M. Matsumura, R. Kobayashi, H. Tanida, H. Nohara, and M. Sera, Phys. Rev. B89, 161103 (R)-1-5 (2014). 

14. Magnetic-field-induced charge order in the filled skutterudite SmRu4P4 : Evidence from resonant and nanresonant x-ray 
diffraction, T. Matsumura, S. Michimura, T. Inami, Y. Hayashi, K. Fushiya, T. D. Matsuda, R. Higashinaka, Y. Aoki, and H. 
Sugawara, Phys. Rev. B89, 161116 (R)-1-5 (2014). 

15. Transport properties of CeT2Al10 (T=Ru and Os) in pulsed high magnetic fields, Kondo, K. Kindo, Y. Kohama, M. Jaime, M. 
Nakamura, H. Nohara, H. Tanida, M. Sera, and T. Nishioka, J. Phys. Soc. Proc. 3, 011009 (2014). 

16. Pressure-Induced Quadrupolle Order and Kondo Effect in CeTe, Y. Hayashi, H. Takaguchi, T. Matsumura, M. Sera, and A. 
Ochiai, J. Phys. Soc. Proc. 3, 011035 (2014). 

17. Shubnikov-de Haas effect in CeRu2Al10, M. Sakoda, T. Nishikawa, E. Matsuoka, H. Harima, H. Tanida, M. Sera, and H. 
Sugawara, J. Phys. Soc. Proc. 3, 011043 (2014). 

18. Anisotropic c-f hybridization in Kondo semiconductor CeT2Al10 (T=Ru, Os and Fe), H. Tanida, H. Nohara, M. Nakamura, 
M. Sera, T. Terashima, S. Uji, T. Nishioka, and M. Matsumura, J. Phys. Soc. Proc. 3, 011073 (2014). 

19. Mossbauer Spectroscopic Studies of NdFe2Al10 Yasuda, Y. Sakaguchi, S. Ikeda, M. Nakamura, H. Nohara, H. Tanida, M. 
Sera, and H. Kobayashi, J. Phys. Soc. Proc. 3, 012027 (2014). 

20. Multipole Order and Fluctuation in Ce0.7La0.3B6 Studied by Resonant X-ray Diffraction, T. Matsumura, S. Michimura, T. 
Inami, T. Otsubo, H. Tanida, F. Iga, and M. Sera, J. Phys. Soc. Proc. 3, 014008 (2014). 

21. T. Takabatake, K. Suekuni, T. Nakayama, E. Kaneshita, Phonon-glass electron-crystal thermoelectric clathrates: 
Experiments and theory, Rev. Mod. Phys. 86, 669-716, 2014 June 2014, DOI: 10.1103/RevModPhys.86.669 

22. Y. Chen, B. Du, K. Kajisa, T. Takabatake, Effects of In substitution for Ga on the thermoelectric properties of type-VIII 



clathrate Ba8Ga16Sn30 single crystals J. Electr. Mater. 43, 1916-1921, 2014 June 2014, DOI: 10.1007/s 11664-013-2909-0 
23. C. M. Kim, S. H. Kim, T. Onimaru, K. Suekuni, T. Takabatake, M. H. Jung Thermoelectric properties in Mn-doped Bi2Se3 

Current Appl. Phys. 14, 1041-1044, 2014 Jun. 2014 DOI: 10.1016/j.cap.2014.05.011 
24. T. Sukemura, T. Kume, T. Matsuoka, S. Sasaki, T. Onimaru, T. Takabatake Vibrational properties of Ba8Ga16Sn30 under 

high pressure  J. Phys.: Conf. Ser. 500, 182022/1-4, 2014 July 2014, DOI: 10.1088/1742-6596/500/18/182022 
25. K. T. Matsumoto, T. Onimaru, Y. Obayashi, N. Nagasawa, K. Wakiya, K. Umeo, R. Tamura, K. Nishioto, T. Takabatake La 

substitution effect on superconducting transition and doublet ground state in PrIr2Zn20 Jpn. Phys. Soc. Conf. Proc. 3, 
011039/1-5, 2014 July 2014, DOI: 10.7566/JPSCP.3.011039 

26. Y. Shimada, N. Nagasawa, T. Onimaru, K. T. Matsumoto, K. Umeo, T. Takabatake Suppression of superconductivity in in 
PrRh2Zn20 by the substitution of Co for Rh Jpn. Phys. Soc. Conf. Proc. 3, 011042/1-5, 2014 July 2014, DOI: 
10.7566/JPSCP.3.011042 

27. K. Hayashi, K. Ishii, F. Iga, T. Noguchi, T. Takabatake, A. Kondo, K. Kindo Substitution effect on non-magnetic rare-earth 
ion R (R= Lu, Sc, Y and Zr) on Kondo semiconductor YbB12 Jpn. Phys. Soc. Conf. Proc. 3, 011050/1-6, 2014 July 2014, DOI: 
10.7566/JPSCP.3.011050 

28. K. Wakiya, T. Onimaru, S. Tsutsui, K. T. Onimaru, N. Nagasawa, A. Q. R. Baron, T. Hasegawa, N. Ogita, M. Udagawa, T. 
Takabatake Atomic dynamics and structural transitions in caged compounds RRu2Zn20 (R = La and Pr) Jpn. Phys. Soc. 
Conf. Proc. 3, 011068/1-5, 2014 July 2014, DOI: 10.7566/JPSCP.3.011068 

29. T. Ikeura, T. Matsubara, Y. Machida, K. Izawa, N. Nagasawa, K. T. Matsumoto, T. Onimaru, T. Takabatake Anomalous 
enhancement of Seebeck coefficient in PrIr2Zn20 Jpn. Phys. Soc. Conf. Proc. 3, 011091/1-5, 2014 July 2014, DOI: 
10.7566/JPSCP.3.011091 

30. Y. Muro, K. Hida, T. Fukuhara, J. Kawabata, K. Yutani, T. Takabatake Effects of Ga and Si substitutions for Al in 
CeRu2Al10 on the unusual antiferromagnetic order I the Kondo semiconducting state Jpn. Phys. Soc. Conf. Proc. 3, 
012017/1-7, 2014 July 2014, DOI: 10.7566/JPSCP.3.012017 

31. J. Kawabata, K. Yutani, K. Umeo, T. Takabatake, Y. Muro Transition from a Kondo semiconducting antiferromagnet to a 
heavy-fermion antiferromagnet in Ce(Os1-xIrx)2Al10 Jpn. Phys. Soc. Conf. Proc. 3, 012023/1-6, 2014 July 2014, DOI: 
10.7566/JPSCP.3.012023 

32. K. Umeo, H. Kubo, T. Onimaru, K. Katoh, T. Takabatake Release of the magnetic frustration in a quasi-kagome 
antiferromagnet YbAgGe by Au substitution Jpn. Phys. Soc. Conf. Proc. 3, 014005/1-6, 2014 July 2014, DOI: 
10.7566/JPSCP.3.014005 

33. Y. X. Chen, K. Niitani, J. Izumi, K. Suekuni, T. Takabatake Vertical Bridgman growth of thermoelectric clathrate 
Ba8Ga16Sn30 with a type-VIII structure  J. Crystal Growth 402, 312-318, 2014 Aug. 2014 DOI: 
10.1016/j.jcrysgro.2014.06.035 

34. K. Suekuni, F. S. Kim, T. Takabatake Tunable electronic properties and low thermal conductivity in synthetic colusites 
Cu26-xZnxV2M6S32 (x ≤ 4, M = Ge, Sn) J. Appl. Phys. 116, 063706/1-5, 2014 Aug. 2014 DOI: 10.1063/1.4892593 

35. T. Ishiga, T. Wakita, R. Yoshida, H. Okazaki, K. Tsubota, M. Sunagawa, K. Uenaka, K. Okada, H. Kumigashira, M. 
Oshima, K. Yutani, Y. Muro, T. Takabatake, Y. Muraoka, T. Yokoya Electron structures of CeM2Al10 (M=Fe, Ru, and Os) 
studied by soft x-ray resonant and high-resolution photoemission spectroscopies J. Phys. Soc. Jpn. 83, 094717/1-6, 2014 
Aug. 2014 DOI: 10.7566/JPSJ.83.094717 

36. T. Abe, K. Uenishi, K. Orita, M. Tsubota, Y. Shimada, T. Onimaru, T. Takabatake, J. Kitagawa Physical properties of new 
cerium palladium phosphide with C6Cr23-type structure Results in Phys. 4, 137-141, 2014 Aug. 2014 DOI: 
10.1016/j.rinp.2014.08.005 

37. K. Suekuni, F. S. Kim, H. Nishiate, M. Ohta, H. Tanaka, T. Takabatake High-performance thermoelectric minerals: 
Colusites Cu26V2M6S32 (M = Ge, Sn) Appl. Phys. Lett. 105, 132107/1-4, 2014 Oct. 2014 DOI: 10.1063/1.4896998 

38. A. Bhattacharyya, D. D. Khalyavin, D. T. Adroja, A. M. Strydom, A. D. Hiller, P. Manuel, T. Takabatake, J. W. Taylor, C. 
Ritter Anomalous change of the magnetic moment direction by hole doping in CeRu2Al10 Phys. Rev. B 90, 174412/1-9, 2014 
Nov. 2014, DOI: 10.1103/PhysRevB.90. 174412 

39. A. Bhattacharyya, D. T. Adroja, A. M. Strydom, J. Kawabata, T. Takabatake, A. D. Hiller, V. G. Sakai, J. W. Taylor, R. I. 
Smith Contrasting carrier doping effects in the Kondo insulator CeOs2Al10: The influential role of c-f hybridization in 
spin-gap formation Phys. Rev. B 90, 174422/1-9, 2014 Nov. 2014, DOI: 10.1103/PhysRevB.90. 174422 

40. K. Orita, K. Uenishi, M. Tsubota, Y. Shimada, T. Onimaru, T. Takabatake, J. Kitagawa Synthesis and physical properties 



of a new caged compound Ce3Pd20As6 of the C6Cr23-type structure J. Alloys and Comp. 622, 676-680, 2015 Jan. 2015, DOI: 
10.1016/j.jallcom.2014.10.144 

41. F. Strigari, M. Sundermann, Y. Muro, K. Yutani, T. Takabatake, K.-D. Tsuei, Y.F. Liao, A. Tanaka, P. Thalmeier, M.W. 
Haverkort, L.H. Tjeng, A. Severing Quantitative study of valence and configuration interaction parameters of the Kondo 
semiconductors CeM2Al10 (M = Ru, Os and Fe) by means of bulk-sensitive hard X-ray photoelectron spectroscopy J. Electr. 
Spectr. Rel. Phenom. 199, 56-63, 2015 Jan. 2015, DOI: 10.1016/j.elspec.2015.01.004 

42. K.T. Matsumoto, Y. Saiga, Y.F. Inoue, T. Takabatake Formation of a superlattice structure and suppression of the magnetic 
order in Ce1-xPbxPt2 ( 0≤x<0.5) J. Alloys and Comp. 633, 329-332, 2015 Feb. 2015, DOI: 10.1016/j.jallcom.2015.02.051 

43. 高畠敏郎 クラスレート化合物系熱電素子 工業材料 Vol. 62, pp. 43-47, 2014 
44. Kei Motomura, Ryuichi Hirota, Mai Okada, Takeshi Ikeda, Takenori Ishida, Akio Kuroda. A new subfamily of 

polyphosphate kinase 2 (Class III PPK2) catalyzes both nucleoside monophosphate and nucleoside diphosphate 
phosphorylation. Appl. Environ. Microbiol., 80, 2602-2608 (2014) 

45. Mohamed A. A. Abdelhamid, Kei Motomura, Takeshi Ikeda, Takenori Ishida, Ryuichi Hirota, Akio Kuroda.Affinity 
purification of recombinant proteins using a novel silica-binding peptide as a fusion tag Appl. Microbiol. Biotechnol., 98, 
5677-5684 (2014) 

46. Keisuke Kanda, Takenori Ishida, Ryuichi Hirota, Satoshi Ono, Kei Motomura, Takeshi Ikeda, Kenji Kitamura, Akio 
Kuroda. Application of a phosphite dehydrogenase gene as a novel dominant selection marker for yeasts. J. Biotechnol., 
182-183, 68-73 (2014) 

47. Takeshi Ikeda, Tetsuya Ueda, Hideji Tajima, Kiyoshi Sekiguchi, Akio Kuroda.Automated enzyme-linked immunosorbent 
assay using beads in a single tip (BIST) technology coupled with a novel anchor protein for oriented antibody 
immobilization Anal. Methods, 6, 6232-6235 (2014) 
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低温・機器分析部門  物質科学機器分析部 

理学研究科 

先端物質 

科学研究科 

機器分析棟 
当施設は，本学における高度な物質科学の教育・研究・開発を支援するために，高度先端研究機器の

集約化と一元的管理・運営により教育研究支援体制を強化し，物質科学分野の一層の進展と，それらから

生まれる学際的研究を推進する基盤的施設として設置されました。 

 

本年度の主な実績は，以下の通りです。1) 大学連携研究設備ネットワークに新たに 4 台の機器を登録

しました（全 17 台の装置が全国へ公開されました）。2) 円二色性分光システムが新たに共同利用機器とし

て公開されました。3） NMR の 0.75mm 固体プローブの運用を開始しました。4） ナノ・キャピラリー・マイク

ロフロー高耐圧液体クロマトグラフィーシステムが導入され，次年度 4 月 1 日から公開予定です。 

今後も，より充実した環境での教育研究支援活動を行うよう，スタッフ一同引き続き努力してゆきたいと

思っております。より一層のご支援をお願い致します。 

物質科学機器分析部 主任  

研 究 支 援 

新しい分析法の開発 

ナノ構造の創製と機能開拓 

学内外研究者との共同研究 

先端装置を駆使した構造解析 

分光，光物性，機能 

プロジェクト研究 

高精度依頼分析 

最先端機器の維持・管理 

機器操作法の講習会 
（日本人対象，外国人対象の英語講習） 

分析法の指導・助言 

新規共同利用機器の設置・導入  

産学連携・地域貢献  
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1. 平成 26 年度の主な業績 

 

機器実績 

1) 利用件数：  27,726 件  

2) 利用時間：  22,466 時間 

3) 登録者数：  750 人 

4) 講習会の開催： 112 回  

5) 依頼件数：  15,746 件 

 
 
新規活動 

• 電子プローブマイクロアナライザー（EPMA）について，4 月 1 日より大学連携研究設

備ネットワークでの利用を開始した。 
• 超高分解能核磁気共鳴装置（NMR）について，6 月より 0.75mm 固体プローブの運用を

ECA600NMR で開始した。 
• 微量元素分析システムについて，11 月 1 日より大学連携研究設備ネットワークによる

相互利用を開始した。 
• 円二色性分光システムが新たに J203 室に設置され，11 月 1 日より共同利用機器として

公開された（大学連携研究設備ネットワークでの相互利用）。 
• ナノ・キャピラリー・マイクロフロー高耐圧液体クロマトグラフィーシステム（復活

再生機器，設備サポート推進会議で選定）が，新たに J108 室に設置され，据付調整 9
月，管理者トレーニング（基礎）11 月，管理者トレーニング（応用）3 月を行った。

平成 27 年 4 月 1 日に公開予定である。 
• 学外より講師を招聘し，質量分析セミナーを 3 回開催した。① 10 月 2 日（講師：サー

モフィッシャーサイエンティフィック），② 10 月 28 日（講師：島津製作所），③ 11
月 5 日 MASCOT サーバー利用説明会（講師：マトリックスサイエンス）。 

• 極微小結晶用単結晶構造解析システム（XRD）について，7 月 22 日に立ち会い測定を

開始した。 
• 極微小結晶用単結晶構造解析システム（XRD）について，9 月 22 日に Bruker APEX II 利

用者講習（講師：Bruker AXS）を開催した。 
 
人事： 5 月 1 日より，河田尚美氏（契約専門職員）が赴任した。極微小結晶用単結晶構造

解析システムならびに電子スピン共鳴装置の維持・管理を中心に行っている。 
 
社会貢献 

1. オープンキャンパス・夢化学 21 における高校生ならびに一般市民への演示実験と研究
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室見学, 87 名，8 月 7-8 日（齋藤研究室，電子顕微鏡，デジタルマイクロスコープ）。

XRD 装置もオープンキャンパスで利用された。 
2. 鳥取県立鳥取東高校による自然科学実験セミナー，24 名，9 月 18-19 日（XRD） 
 
 
ホームページの更新： 部門のホームページを 71 回更新した。 
 
 
 
その他： 利用者数と装置数の推移 
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２．主要装置の利用状況             

  1 行目： 時間 (hr),  2 行目：件数 
装置 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

15,452 13,997 12,586 12,008 10,787 10,478 6,614 5,586 4,231

11,392 10,158 9,951 10,519 10,582 10,120 9,596 3,141 2,556

962 582 750 492 382 588 746 779 599

271 215 221 168 245 331 749 964 1,065

549 564 734 1,220 1,024 794 848 924

731 519 753 1,133 1,187 1,126 1,054 1,153

- - - - - - - -

359 331 493 770 705 496 335 423

148 128 226 292 243 244 293

68 90 199 308 266 250 292

- - - - - - -

2 84 112 305 367 423 383

599 799 623 666

1,571 2,524 2,124 2,121

883 1,383 1,586 1,519 1,637

5,285 8,172 6,277 6,465 5,876

1,086 480 685 983 572 225 151 280 197

1,553 735 2,495 3,050 3,998 1,250 1,041 796 1,160

351 500

446 653

2,265 2,620 2,276 1,667 1,977 1,672 2,078 2,160 1,899

1,070 1,402 1,323 1,643 1,906 1,904 2,875 2,871 2,922

187 309 364 134 165 272 151 140

2,586 1,222 2,794 806 615 3,177 1,446 1,311

1,712 1,832 2,099 2,177 2,247 2,040 1,460 1,380 1,261

7,504 11,341 9,974 12,357 13,050 13,400 7,990 7,396 6,913

699 1,008 1,045 750 758

1,144 1,009 524 162 139

5,631 6,654

1,721 2,365

374 1,135 1,895 2,228 1,294

35 114 155 391 173

2,025 1,778 1,788 2,010 1,670

349 351 316 411 218

351
76

電子プローブマイクロアナライザー

微量元素分析システム

円二色性分散計

700MHzデジタルNMR装置

極微小結晶用単結晶構造解析システム
(理A416)

高性能ガスクロマトグラフ飛行時間質量分析計

二重収束質量分析計

フォトルミネッセンス/ラマン分光装置

極微小結晶用単結晶構造解析システム
(J107)

レーザーイオン化飛行時間型質量分析装置

高性能ハイブリッド質量分析システム

電子スピン共鳴装置

超高分解能核磁気共鳴装置 (J101)

超高分解能透過型電子顕微鏡

エネルギー分散型X線分析装置 (SEM-EDX)

蒸着用イオンスパッタ装置

超高分解能電界放出型走査電子顕微鏡装置

カーボンコーター
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３．共同利用機器一覧 

分類 機器 型式 部屋 担当
日本電子, ECA600
日本電子, LA500

日本電子製, ECA500
700MHzデジタルNMR装置 ブルカー・バイオスピン, AVANCE 先・102-S2 理 ・ 楯 真一 教授

ESR 電子スピン共鳴装置 ブルカー・バイオスピン, E500 J109
理・安倍学 教授

技術センター・河田尚美 契約専門職員

レーザイオン化飛行時間型
質量分析装置

島津, AXIMA-CFR plus J109
理・泉俊輔 教授

技術センター・網本智子 契約専門職員
技術センター・藤高仁 技術専門職員

分析分取用LC/MSシステム Waters, Alliance 2690/ZQ2000 J206 理・高橋美佐 助教
高性能ハイブリッド型
質量分析システム

Thermo Fisher Scientific,
       LTQ Orbitrap XL

J108
技術センター・網本智子 契約専門職員

N-BARD・加治屋大介 助教
高性能ガスクロマトグラフ
飛行時間質量分析計

日本電子製 JMS-T100GCV
AccuTOF GCv 4G

J108 技術センター・網本智子 契約専門職員

CHNS分析装置 (直接用) パーキンエルマー, 2400II J203
CHNS分析装置 (依頼用) パーキンエルマー, 2400II J301
ハロゲン分析装置 三菱化成, TOX-10S J301

日本電子, JXA-8200 J306
日本電子, JCMA-733II J307

超高分解能透過型電子顕微鏡 日本電子, JEM-2010 J103

透過型電子顕微鏡用
元素分析・CCDｶﾒﾗｼｽﾃﾑ

日本電子, JED-2300T
Olympus, MEGAVIEW G2,

CANTEGA
J103

精密イオンポリッシング PIPS 691 J103
超高分解能電界放出型
 走査電子顕微鏡装置

日立ハイテクノロジーズ, S-5200 J103

蒸着用イオンスパッタ装置 日立ハイテクノロジーズ, E-1030 J103
エネルギー分散型
    X線分析装置

EDAX, Genesis XM2 J103

カーボンコーター メイワフォーシス, CADE J103
オスミウムコーター メイワフォーシス, Neoc-STB J103

顕微鏡 デジタルマイクロスコープ キーエンス, VB-7010 J304

N-BARD・齋藤健一 教授
N-BARD・加治屋大介 助教

技術センター・藤高 仁 技術専門職員
技術センター・前田誠 技術員

X線結晶構造解析装置 Bruker, SMART-APEX J104 理・井上克也 教授
極微小結晶用単結晶構造

解析システム（高温測定用）
Bruker, SMART-APEX II J107

理・水田勉 教授
技術センター・河田尚美 契約専門職員極微小結晶用単結晶構造

解析システム（低温測定用）
Bruker, SMART-APEX II A416

PL
Raman

フォトルミネッセンス
 /ラマン分光装置

HORIBA-JY, T64000 J103
N-BARD・齋藤健一 教授

N-BARD・加治屋大介 助教
極低温磁気円二色性装置 日本分光, J-720 J104 理・井上克也 教授

円二色性分散計 日本分光製 J-1500 J203
円偏光ルミネセンス測定装置 日本分光製 CPL-200型 J203

旋光計 日本分光, DIP-370 J206
可視紫外分光光度計 島津, UV-160A J206

フーリエ変換赤外分光光度計 日本分光, FT/IR-5300 J206
分光蛍光光度計 日本分光, FP-6200 J304

グロースキャビネット 三洋ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ, MLR-350 J203
グロースキャビネット 三洋ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ, MLR-350H J203
クリーンベンチ 三洋ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ, MCV-710 ATS J206
オートクレーブ トミー精工, BS-235 J206
ヒーター式

 インキュベータ
三洋電機, MIR-162 J206

振盪培養機 東京理化, MMS300 J206
ホモジナイザー イウチ, HOM J206

生物
培養

N-BARD・齋藤健一 教授
N-BARD・加治屋大介 助教

XRD

CD

他の
分光

N-BARD・齋藤健一 教授
N-BARD・加治屋大介 助教

技術センター・網本智子 契約専門職員

理・池田俊明 助教

SEM 技術センター・前田誠 技術員

NMR
超高分解能核磁気共鳴装置 技術センター・藤高仁 技術専門職員

MS

元素
分析

N-BARD・毛利豊 研究支援員

EPMA
電子プローブ

 マイクロアナライザー
技術センター・柴田恭宏 技術専門員

TEM 技術センター・前田誠 技術員

J101
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主要装置の外観 

TEMNMR

ESR

XRD

EPMA

FE-SEM

PLRaman

元素分析
GC-TOFMS

Hybrid MS

イオンスパッタ装置 カーボンコーター オスミウムコーター

円二色性分散計

円偏光ルミネセンス測定装置

MALDI-TOFMS
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４．保守活動 

NMR（超高分解能核磁気共鳴装置） 
• ECA500NMR：液体窒素再液化装置オーバーホール（9 月 24 日） 
• Lambda500NMR：液体窒素自動供給装置オーバーホール（1 月 27 日） 
• ECA600NMR：液体窒素自動供給装置オーバーホール（1 月 27 日） 
• 700MHz デジタル NMR：液体窒素再凝縮装置 定期メンテナンス（7 月 2 日） 
• 700MHz デジタル NMR：クライオジェニックプローブ 定期メンテナンス（1

月 27, 28 日） 
電子プローブマイクロアナライザー（EPMA） 

• オーバーホール（2 月 23, 24, 25, 26, 27 日および 3 月 2 日） 
TEM（超高分解能透過型電子顕微鏡） 

• フィラメント交換（7 月 14 日） 
• 2 軸ホルダーの配線修理（9 月 24 日） 

FE-SEM（超高分解能電界放出型走査電子顕微鏡装置） 
• EDX 検出器交換（5 月 26 日） 
• 鏡筒内落下物回収（10 月 18 日） 
• 鏡筒内落下物回収（1 月 23 日） 

Hybrid-MS（高性能ハイブリッド型質量分析システム） 
• 冷却水フローセンサーのメンテナンス（4 月 5 日） 
• Penning Gauge 交換, Power DistPCB 交換（7 月 28 日） 
• Capillary Heater Assembly 交換（8 月 6 日） 
• Accela デガッサーモジュール交換（11 月 4 日） 
• Accela ローターシール交換、AS シリンジ交換（11 月 14 日） 
• 定期点検・イオン源の分解洗浄（3 月 23～24 日） 

MALDI-TOFMS（レーザーイオン化飛行時間型質量分析装置） 
• レーザー及び検出器交換・調整（11 月 19 日, 25 日） 
• レーザー再交換・サンプルドア修理, ステージグリースアップ・調整（1 月 22, 

29 日） 
GC-TOFMS（高性能ガスクロマトグラフ飛行時間質量分析計） 

• 定期メンテナンス（9 月 10～12 日） 
• EI/FI イオン源ヒーター交換（10 月 3 日） 
• FD エミッタープローブのコンタクト交換・調整（11 月 25 日, 1 月 13 日） 
• GC 部ロジックボード交換（2 月 3 日） 
• EI イオン源フィラメント交換（3 月 13 日） 

微量元素分析システム（J203） 
• フィルターディスク交換（6/18, 7/29, 10/8, 12/26, 2/24） 
• サンプルとラップの分解清掃（6/18, 7/29, 10/8, 12/26, 2/24） 
• Fitting-MTG 交換（7/29） 

微量元素分析システム（J301） 
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• フィルターディスク交換（6/18, 7/29, 10/8, 12/26, 2/24） 
• サンプルとラップの分解清掃（6/18, 7/29, 10/8, 12/26, 2/24） 

XRD（極微小結晶用単結晶構造解析システム，高温測定用） 
• ロータリーシャッター修理（9 月 16 日） 
• Ｍｏターゲット消耗部品の定期交換（9 月 17 日,18 日） 
• ヒューズボックス交換 （9 月 23 日）  

XRD（極微小結晶用単結晶構造解析システム，低温測定用） 
• Ｍｏターゲット消耗部品の定期交換（9 月 17 日,18 日） 
• 制御用 PC 修理（12 月 15 日～19 日） 
• ミラー用ポンプ表示部修理（11 月 25 日） 
• Ｍｏターゲット修理（2 月 9 日,10 日） 

円二色性分散計 
• 高速ストップトフローシステム調整（11/7, 11/14, 12/16, 1/9, 3/2） 



 

５．利用者 

 
5.1  部局（12 部局による利用者） 

部局 利用者数（人）

理学研究科 246
工学研究科 243
先端物質科学研究科 123
生物圏科学研究科 57
自然科学研究支援開発センター 21
医歯薬保健学研究科 15
総合科学研究科 13
先進機能物質研究センター 13
教育学研究科 12
環境安全センター 4
サステナブル・ディベロップメント

実践研究センター
3

計 750      部局別の利用者割合 
 

0

200

400

600

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

利
用

者
数

2.8倍増

 
利用者数の推移 

 
5.2  研究グループ         (申請順) 

責任者名 研究題目 利用者数

齋藤　健一 ナノ材料の分析と評価 9

安倍　学 反応中間体の反応挙動の精査とその応用 18

灰野　岳晴 特異な包接モチーフを用いた超分子らせんポリマーの構築と高度分子配列制御 17

山本　陽介 有機典型元素化合物の合成・構造・反応 22

谷口　雅樹 新規トポロジカル絶縁体の結晶育成 9

藤原　好恒 自然現象や生命現象における非平衡科学と磁気科学の研究 22

植木　龍也 ホヤの高選択的金属濃縮機構および接着機構の研究 4

水田　勉 遷移金属錯体の合成 17

柿薗　俊英 微生物燃料電池の薄膜金属電極の作成 5

荒川　賢治 放線菌の二次代謝生合成および制御システムの解析 10

福岡　正人 岩石・鉱物の化学的研究 1

相田　美砂子 機能性分子の構造と分子間・分子内相互作用に関する研究 4

田中　伸和 外来異種遺伝子導入による植物の機能変化の研究 1

田中　伸和 MALDI-TOF-MS支援体制の運用 2

角屋　豊 光学デバイス 14

島田　学 機能性材料の作成、評価及び腐食技術に関する研究 17

黒田　章夫 微生物のリン酸・シリコン代謝機構の解析 9

荻　崇 液相法によるシリカ粒子の中空・ポーラス構造化と機能性材料への応用 10

佐野　庸治 無機酸化物の合成、構造解析と触媒材料としての応用 3

加藤　純一 微生物を利用した物質変換システムの構築 14

東　清一郎
フレキシブル・大面積エレクトロニクスに向けた四族薄膜半導体形成技術、および次世代半導体デバイスの実
現に向けた材料・デバイス形成技術に関する研究

5

黒岩　芳弘 単結晶構造解析による誘電体の構造物性 7

都留　稔了 ナノ多孔性分離膜の構造評価 13

中の　三弥子 疾患で変化する生体内糖タンパク質糖鎖の構造解析 4

古賀　信吉 化学教育教材開発のための素材分析 12  

理学

工学

先端

生物圏

医歯薬

他
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浅川　学 南西諸島海域産海洋生物における生理活性物質の探索研究 1

山田　隆 植物と微生物に関する研究 3

鈴木　克周 バクテリアから真核生物への遺伝子輸送現象の解析と応用 9

国吉　久人 ミズクラゲ幼生のペプチドーム解析 2

後藤　健彦 磁性ナノ粒子および金属ナノ粒子と高分子の複合体の作製 4

中島　覚 金属錯体の電子状態 8

早川　慎二郎 薄膜材料のキャラクタリゼーション 10

田中　万也 地球表層での環境物質の循環に関する研究 13

片山　郁夫 蛇紋岩の形成過程とマントルウェッジの含水化 8

星野　健一 鉱石鉱物の組成 8

日高　洋 地球型惑星の進化学 6

塩野　毅 錯体触媒によるポリオレフィンの精密合成および環境調和高分子開発に関する研究 22

浮穴　和義 生理活性ペプチドの同定 5

松村　幸彦 ナノ粒子の分析・構造観察 4

岡村　好子 海洋バクテリアを用いた有用物質生産 8

関根　利守 地球及び隕石を構成する鉱物の微細組織観察と化学組成測定 18

楯　真一 タンパク質の構造・機能解析 11

高萩　隆行 金属・半導体および有機材料の構造解析と精密制御に関する研究 3

太田　茂 合成標品・代謝物分析 3

大村　尚 化学情報物質を媒介とした生物間相互作用や進化に関する研究 4

井上　克也 キラル磁性体の合成と物性 19

松浪　勝義 天然資源からの生物活性物質の探索研究 3

太田　伸二 生理活性天然物質の構造と機能に関する研究 6

福井　国博 制御流同伴型新規サイクロンの開発と性能評価 7

廣瀬　丈洋 断層岩のレオロジーと地震の発生過程 2

大前　英司 高度好塩菌由来タンパク質の構造と機能 4

林　幾江 薬剤耐性遺伝子に関する研究 1

平谷　篤也 自己組織化単分子膜を応用した膜およびナノ粒子の評価 4

石坂　昌司 エアロゾル微粒子系のレーザー捕捉・顕微計測法の開発と展開 2

武田　敬 新規合成反応の開発および生理活性物質の全合成 5

上　真一 クラゲの生態学的研究 6

日比野　忠志 有機泥の分解に伴う性状変化に関する研究 10

山本　民次 水域底泥の改善に関する研究 9

泉　俊輔 生体高分子の質量分析法による相互作用解析 10

滝嶌　繁樹 超臨界流体を利用した材料開発 23

田口　健 高分子薄膜における結晶成長機構の解明 2

松木　一弘 CO2低減・環境対応型新素材の開発及び軽金属基複合材料のナノ・メゾスケールでの組織制御と特性評価 12

播磨　裕 材料物性化学に関する研究 18

杉山　政則 チロシナーゼによるタンパク質の翻訳語修飾に関する解析 3

伊藤　隆夫 主に分子物理学的研究 1

稲田　晋宣 微生物の機能に関する研究 1

海野　徹也 魚類耳石Sr/Caによる回遊履歴の推定 3

半井　健一郎 セメント硬化体の特性とイオンの移動に関する研究 4

河合　研至 セメント硬化体の特性とイオンの移動に関する研究 6

奥田　哲士 瀬戸内海における栄養塩濃度管理法の開発 4

中坪　孝之 流域生態系の炭素循環過程 4

池田　篤志 超分子錯体を用いる新規材料の開発 9

堀　貫治 海藻レクチンの機能解析 12

小島　由継 水素エネルギー関連材料開発に関する基礎研究 13

犬丸　啓 無機材料および無機有機複合材料の開発研究 15

大下　浄治 ケイ素化合物の機能開発 21

河本　正次 赤シソに含まれる新規Ⅰ型アレルギー抑制因子の単離・同定 12

長沼　毅 生物及び鉱物に関する研究 3

メレ　パオロ グリーンユエネルギーのための材料開発 3

佐々木　元 機能性材料の構造と分析 11

三瓶　真 海洋における粒状炭素循環の解明 5

八木　隆多 原子層物質の物性測定 5

中島　伸夫 TiO2ナノチューブの形状観測 9

吉田　英人 微粒子の研究 4

田中　晋平 油水界面におけるアミノ酸触媒反応の研究 2

実岡　寛文 環境保全型農業技術の開発 2

根平　達夫 ホスファターゼを特異的に認識する蛍光色素の開発 2

西田　恵哉 直噴ディーゼル機関の混合気形成過程の解明 3

鈴木　孝至 マルチフェロイックスの温度依存する構造解明，構造カイラリティー 5

田中　憲一 中性子捕捉療法のためのゲル線量計による評価の研究 1

高木　謙 有機反応の新規開発 16

高橋　修 弱い水素結合を有する有機分子の配座解析 3

鈴木　仁 コロイド状量子ドットの金基盤への固定化 3

高畠　敏郎 重い電子系希土類化合物及び強相関遷移金属酸化物における組成元素効果 20

山本　卓 プロテオミクスの手法を用いた両生類の発生・再生研究 3
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6. 専任教員の研究紹介  Homepage： http://home.hiroshima-u.ac.jp/saitow/ 

 

・ 齋藤 健一 教授 

（物質科学機器分析部， 理学研究科・併任） 

・ 加治屋 大介 助教  

（物質科学機器分析部，理学部化学科・併任） 

 

研究例 1．ナノ構造体の創製法の開発と機能開拓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Chem. Commun 50, 1137 (2014).より抜粋 

 

 

研究例 2． 高分子フィルムの機能化： 配向による電荷移動度の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J. Phys. Chem. C 119, 7987 (2015).より抜粋 

機能性ナノ構造体を物理化学的手法により作製する手法を開発しています。また，作製したナノ構

造体を用いて，ウエットプロセスでハイブリッド LED，ハイブリッド太陽電池を開発しています。詳

細は，総合科学技術会議（内閣府）「最先端・次世代研究開発支援プログラム」をご参照下さい。 

http://www.jsps.go.jp/j-jisedai/green.html 
 

研究室のホームページはこちら http://home.hiroshima-u.ac.jp/saitow/index.html 

 「光機能化学」 の検索で，ホームページが見つかります。 

導電性高分子（ポリチオフェン）のフィルムを布で擦ると

面外方向の電荷移動度が増加することを見出しました。これ

は，擦った方向に分子鎖が配向し，その垂直方向（面外方向）

にスタッキングが形成するためです。太陽電池では面外方

向に電荷が移動するため，ポリマー系太陽電池への応用も期

待されます。 

rubbing

8-fold mobility

P3HT thin film

+
+

+

“Out-of-plane”
direction
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7. 研究・教育支援活動の詳細 （無印：研究支援，＊：教育支援，！：社会貢献） 

 
4 月 1 日  EPMA：大学連携研究設備ネットワークによる利用開始 

* 4 月 11 日 理学部化学科講義（光機能化学） 
* 4 月 12 日 理学部化学科新入生による施設見学 

4 月 15 日 機器講習会：ESR 
* 4 月 16 日 理学部化学科学生実験（化学実験） 
* 4 月 17 日 理学部化学科学生実験（化学実験） 

4 月 17 日 機器講習会：元素分析 
* 4 月 18 日 理学部化学科講義（光機能化学） 

4 月 28 日 低温・機器分析部門の連絡会 
4 月 28 日 平成 25 年度自然科学研究支援開発センター年報を提出 

* 4 月 30 日 理学部化学科学生実験（化学実験） 
5 月 1 日  河田尚美 契約専門職員 着任 
5 月 1 日  機器講習会：元素分析 

* 5 月 1 日  理学部化学科学生実験（化学実験） 
5 月 8 日  機器講習会：700Hz NMR 

* 5 月 9 日  理学部化学科講義（光機能化学） 
5 月 14-16 日 機器講習会：GC-TOFMS  

* 5 月 13 日 理学部化学科学生実験（化学実験） 
* 5 月 14 日 理学部化学科学生実験（化学実験） 
* 5 月 16 日 理学部化学科講義（光機能化学） 

5 月 19 日 機器講習会：GC-TOFMS 
5 月 19,20 日 機器講習会：Lambda500NMR 
5 月 21-22 日 機器講習会：PL/Raman 
5 月 22 日 機器講習会：Lambda500NMR 

* 5 月 23 日 理学部化学科講義（光機能化学） 
5 月 26,27 日 機器講習会：ECA500NMR 
5 月 26,27 日 機器講習会：ECA600NMR 
5 月 26-30 日 機器講習会：Hybrid MS 
5 月 26-30 日 機器講習会：EPMA 
5 月 26,27 日 機器講習会：TEM 
5 月 27 日 機器講習会：元素分析 
5 月 28 日 機器講習会：XRD 
5 月 29,30 日 機器講習会：TEM  
5 月 29,30 日 機器講習会：ECA500NMR 
5 月 29,30 日 機器講習会：ECA600NMR 
5 月 29 日 機器講習会：元素分析 
5 月 29 日 機器講習会：XRD 
5 月 30 日 機器講習会：ESR 

* 5 月 30 日 理学部化学科講義（光機能化学） 
6 月 2-6 日 機器講習会：FE-SEM 
6 月 2 日  機器講習会：ESR 
6 月 3 日  機器講習会：XRD 

* 6 月 5 日  理学研究科（化学専攻）講義（物理化学概論） 
* 6 月 6 日  理学部化学科講義（光機能化学） 
* 6 月 6 日  理学部化学科演習（物理化学演習） 

6 月 11-13 日 機器講習会：MALDI-TOFMS 
6 月 12 日 ECA600MHz NMR における 0.75mm 固体プローブの利用説明会 

* 6 月 12 日 理学研究科（化学専攻）講義（物理化学概論） 
* 6 月 13 日 理学部化学科講義（光機能化学） 
* 6 月 13 日 理学部化学科演習（物理化学演習） 

6 月 17 日 機器講習会：元素分析 
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* 6 月 19 日 理学研究科（化学専攻）講義（物理化学概論） 
* 6 月 20 日 理学部化学科講義（光機能化学） 
* 6 月 20 日 理学部化学科演習（物理化学演習） 

6 月 24 日 機器講習会：ESR 
* 6 月 26 日 理学研究科（化学専攻）講義（物理化学概論） 
* 6 月 27 日 理学部化学科講義（光機能化学） 
* 6 月 27 日 理学部化学科演習（物理化学演習） 
* 7 月 3 日  理学研究科（化学専攻）講義（物理化学概論） 
* 7 月 4 日  理学部化学科講義（光機能化学） 
* 7 月 10 日 理学研究科（化学専攻）講義（物理化学概論） 
* 7 月 11 日 理学部化学科講義（光機能化学） 
* 7 月 11 日 理学部化学科講義（光機能化学） 

7 月 17 日 機器講習会：元素分析 
* 7 月 17 日 理学研究科（化学専攻）講義（物理化学概論） 
* 7 月 18 日 理学部化学科講義（光機能化学） 
* 7 月 18 日 理学部化学科演習（物理化学演習） 

7 月 22 日 極微小結晶用単結晶構造解析システム（高温測定用）立ち会い測定の試験的運用開始 
* 7 月 24 日 理学研究科（化学専攻）講義（物理化学概論） 
* 7 月 25 日 理学部化学科講義（光機能化学） 
* 7 月 25 日 理学部化学科演習（物理化学演習） 
* 8 月 1 日  理学部化学科講義（光機能化学） 

8 月 5 日  機器講習会：元素分析 
8 月 5 日  機器講習会：PL/Raman 

!  8 月 7,8 日 オープンキャンパス・夢化学 21 における高校生ならびに一般市民への演示実験と研究 
室見学（齋藤研究室，電子顕微鏡，デジタルマイクロスコープ） 

!  8 月 7,8 日 オープンキャンパス・夢化学 21 で使用（XRD） 
8 月 13-15 日 夏季の機器利用停止 
8 月 19 日 機器講習会：元素分析 
9 月 2 日  機器講習会：Hybrid MS 
9 月 11 日 機器講習会：MALDI-TOFMS 
9 月 16,17 日 Nano LC 据付調整 

!  9 月 18,19 日 鳥取県立鳥取東高校による自然科学実験セミナー（XRD） 
9 月 26 日 機器講習会：FE-SEM 
9 月 26,27 日 微小結晶用単結晶構造解析システムの使用法の説明会（講師：Bruker AXS 与座氏, 場所：

理学部 E 棟 002 号室） 
10 月 2 日 質量分析セミナー（講師：サーモフィッシャーサイエンティフィック） 

* 10 月 2 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
10 月 9 日 機器講習会：GC-TOFMS 
10 月 9 日 機器講習会：元素分析 

* 10 月 9 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
* 10 月 16 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 

10 月 17 日 機器講習会：GC-TOFMS 
10 月 22 日 低温・機器分析部門の連絡会 

* 10 月 23 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
10 月 28 日 質量分析セミナー（講師：島津製作所）  

* 10 月 30 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
10 月 31 日 第１８回国立大学法人機器・分析センター協議会総会（場所：宇都宮） 
11 月 1 日 元素分析装置：大学連携ネットワークでの相互利用開始 
11 月 1 日 円二色性分光システム：大学連携ネットワークでの相互利用開始 
11 月 4 日 NanoLC 管理者トレーニング（基礎） 
11 月 5 日 MASCOT サーバー利用説明会（講師：マトリックスサイエンス） 
11 月 5 日 機器講習会：元素分析 

* 11 月 6 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
11 月 13 日 機器講習会：Hybrid MS 

* 11 月 13 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
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* 11 月 20 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
11 月 14 日 機器講習会：円二色性分散計 
11 月 17 日 機器講習会：円偏光ルミネセンス測定装置 

* 11 月 27 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
* 12 月 11 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 

12 月 17 日 機器講習会：MALDI-TOFMS 
* 12 月 18 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 

12 月 17 日 機器講習会：元素分析 
12 月 19 日 機器講習会：Hybrid MS 
12 月 19 日 機器講習会：ESR 
12 月 24-26 日 機器講習会：XRD（大学連携研究設備ネットワーク共同事業共同利用機器の講習会 関西

学院大学） 
12 月 25 日 機器講習会：元素分析 
12 月 26 日 機器講習会：PL/Raman 
12 月 26 日～1 月 5 日：年末年始の機器利用停止，26 日（金）17 時～5 日（月）9 時 

* 1 月 8 日  理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
1 月 14 日 機器講習会：元素分析 
1 月 15 日 機器講習会：元素分析 

* 1 月 15 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
1 月 16 日 機器講習会：旋光計 
1 月 22 日 機器講習会：元素分析 

* 1 月 22 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
1 月 28 日 機器講習会：元素分析 

* 1 月 29 日 理学研究科（化学専攻）講義（光機能化学） 
2 月 9 日  機器講習会：ESR 
2 月 16-20 日 機器講習会：XRD（大学連携研究設備ネットワーク共同事業共同利用機器の講習会，山口

大学） 
3 月 2 日 NanoLC 管理者トレーニング（応用） 
3 月 5 日  機器講習会：元素分析 
3 月 12 日 機器講習会：元素分析 
3 月 17 日 機器講習会：元素分析 
3 月 19 日 機器講習会：元素分析 
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Appendix: 当施設の装置利用手順  

※詳細は，ホームページをご覧ください。 

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kiki/kiki/annai.shtml 

　１．利用申請書の提出（年度毎）

ホームページから利用申請書をダウンロード

（http://home.hiroshima-u.ac.jp/kiki/）

↓

記入捺印後センター事務室(J105室)宛てに直接または学内便で提出

（直接測定希望者にはユーザーID及びパスワードを発行）

　２．使用申込書の提出（使用毎）

　　　1) 依頼測定の場合

ホームページから使用申込書をダウンロード

↓

試料及び申込書をセンター事務室(J105室)へ持参

（霞キャンパスからは学内便で送付可）

↓

電子メール等で測定終了の連絡を受ける

↓

データ結果及び試料を受け取る

（霞キャンパスへは学内便で送付）

　　　2) 直接測定（利用者が自分で測定）の場合

　　　　　a) 測定技術の習得 

ホームページから講習・見学申込書をダウンロード

↓

講習・見学申込書をセンター事務室(J105室)へ提出

装置の実務担当者に講習を依頼（日程等の調整を行う）

↓

講習受講

　　　　　b) 測定 

ホームページから使用申込書をダウンロード

↓

予約（ホームページからオンライン予約）

↓

試料及び申込書持参

（時間外測定の場合、申込書と「時間外使用届」を提出し16：30までに鍵を借りておく）

↓

測　　定

↓

測定終了後，使用ノートに記入

（時間外測定の場合、鍵は翌日の午前中までに返却する）

　３．研究成果の公表

論文の謝辞等に当センターの分析機器を使用した旨を記載

↓

論文の別刷りを１部提出

　４．使用料金の振替

１．利用申請書の提出（年度毎）

ホーホーホ ムームー ペーペーペ ジージー から利用申請書をダをダを ウンロード

（httttt p://home.hiroror shima-u.ac j.j. p/p/p kiki/）

↓

記入捺印後センター事ー事ー 務室(J105室)室)室 宛てに直接または学内便で提出

（直接測定希望者にはユーザーザー ーザーザ IーIーD及びパびパび スワードを発を発を 行）

２．使用申込書の提出（使用毎）

　　　1) 依頼依頼依 測定頼測定頼 の場合

ホーホーホ ムームー ペーペーペ ジージー から使用申込書をダをダを ウンロード

↓

試料及び申込書を書を書 セをセを ンター事ー事ー 務室(J105室)室)室 へ持参

（霞キャキャキ ンパスパスパ からは学内便で送付可）

↓

電子メールールー 等で測定終了の連絡を絡を絡 受ける

↓

デーデーデ ターター 結タ結タ 果及び試料び試料び を試料を試料 受け取る

（霞キャキャキ ンパスパスパ へは学内便で送付）

　　　2) 直接測定（利用者が自分で測定）の場合

　　　　　a) 測定技術の習得

ホーホーホ ムームー ペーペーペ ジージー から講習・見学申込書を書を書 ダをダを ウンロード

↓

講習・見学申込書をセをセを ンター事務ー事務ー 室(室(室 J105室)室)室 へ提出

装置の実務担当者に講習を依頼を依頼を （日程等の調整を整を整 行を行を う）

↓

講習受講

　　　　　b) 測定

ホーホーホ ムームー ペーペーペ ジージー から使用申込書をダをダを ウンロード

↓

予約（ホームームー ペーペーペ ジージー からオンライライラ ン予約）

↓

試料及試料及試 び申込書持参持参持

（時間外測定の場合、申込書と「時間外使用届」を提を提を 出し16：30までに鍵を鍵を鍵 借を借を りておく）

↓

測　　測　　測 定

↓

測定終了後，使用ノートに記入

（時間外測定の場合、鍵は翌日の午前中までに返却する）

３．研究成果の公表

論文の謝辞等に当センターの分析機器機器機 を器を器 使を使を 用したしたし 旨を記を記を 載

↓

論文の別刷りを１部提出

４．使用料金用料金用料 の振替
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物質科学機器分析担当を利用した論文（平成 26年度） 
 

機器分析担当の分析機器一覧 

 
番号 機　　器　　名 型　　　　　式

1 超高分解能核磁気共鳴装置 （日本電子製　ECA600，LA500，ECA500）
（ブルカー製 AVANCE）

2 電子スピン共鳴装置 （ブルカー製 E500）
3 超高分解能透過型電子顕微鏡 （日本電子製　JEM-2010）

TEM-EDX （日本電子製 JED-2300T）
4 超高分解能電界放出型走査電子顕微鏡装置 （日立ハイテクノロジーズ製 S-5200）
5 エネルギー分散型X線分析装置(SEM-EDX) （エダックス・ジャパン製 Genesis XM2）
6 カーボンコーター　　 （メイワフォーシス製 CADE）
7 蒸着イオンスパッタ装置 （日立ハイテクノロジーズ製 E-1030）
8 オスミウムコーター （メイワフォーシス製 Neoc-STB）
9 精密イオンポリッシング装置 （PIPS 691形）
10 フォトルミネッセンス/ラマン分光装置　 （HORIBA-JY製T64000）
11 極微小結晶用単結晶構造解析システム （ブルカー製 SMART-APEX II）
12 X線結晶構造解析装置 （Bruker社製　SMART-APEX）
13 高性能ハイブリッド型質量分析システム （Thermo Fishcer Scientific製LTQ Orbitrap XL）
14 高性能ガスクロマトグラフ飛行時間質量分析計（日本電子製 JMS-T100GCV ）
15 レーザーイオン化飛行時間型質量分析装置 （島津製　AXIMA-CFR plus）
16 微量元素分析システム

　　　ＣＨＮ分析装置　 （パーキンエルマー製CHNS/0 2400II）
　　　ＣＨＮＳ／Ｏ分析装置 （パーキンエルマー製　CHNS/0 2400II）
　　　ハロゲン分析装置 （三菱化成製　TOX-10Σ）

17 電子プローブマイクロアナライザー （日本電子製　JXA-8200，JCMA-733II）
18 旋光計 （日本分光製　DIP370）
19 可視紫外分光光度計 （島津製　UV-160A）
20 分光蛍光光度計 （日本分光製FP-6200）
21 フーリエ変換赤外分光光度計 （日本分光製　FT/IR-5300）
22 円二色性分散計 （日本分光製 J-1500）
23 円偏光ルミネセンス測定装置 （日本分光製 CPL-200）
24 極低温磁気円二色性装置 （日本分光製　Ｊ-720）
25 円二色性・ストップトフロー測定装置 （日本分光製　J-500CH）
26 ラマン分光光度計 （日本分光製　NRI-1866M）
27 デジタルマイクロスコープ　 （キーエンス製　VB-7010）
28 分析／分取用LC／MSシステム （Waters製　ALLIANCE2690/ZQ2000）
29 生物培養システム

　　　グロースキャビネット （三洋メディカルシステム製　MLR-350H，MCV-710ATS）

　　　クリーンベンチ （三洋メディカルシステム製　MLR-350H）
　　　オートクレーブ （トミー精工製　BS-235）
　　　ヒーター式インキュベータ （三洋電機製　MIR-162）
　　　振盪培養機 （東京理化製　MMS-300）
　　　ホモジナイザー （イウチ製　HOM）  

 

1. K. Koyama, M. Numata, I. Nakajima, N. Goto-Yamamoto, H. Matsumura, and N. Tanaka, “Functional characterization of 
a new grapevine MYB transcription factor and regulation of proanthocyanidin biosynthesis in grapes”.  Journal of 
Experimental Botany 65, 4433 - 4449 (2014). 利用機器番号：15 

2. H. Yasuhara, M. Kaneko, K. Koga, T. Tahara, and S. Nakashima “Solvent Effect on Reaction Rate of Ruthenium-Fulvalene 
Complexes Intramolecularly Bridged by Alkyl Disulfides and the Effect of Chalcogen.” Bull. Chem. Soc. Jpn., 87, 498-505 
(2014). 機器利用番号：1, 12, 13, 16 

3. H. Dote, H. Yasuhara, and S. Nakashima “CRYSTAL STRUCTURE AND SPIN STATE OF MIXED-CRYSTALS OF 
IRON WITH NCS AND NCBH3 FOR THE ASSEMBLED COMPLEXES BRIDGED BY 
1,3-BIS(4-PYRIDYL)PROPANES.” J. Radioanal. Nucl. Chem., 303, 1589-1593 (2015). 機器利用番号：12, 16 

4. H. Yasuhara, K. Koga, and S. Nakashima “Synthesis and Oxidation Study of the Simplest Binuclear Metallocene 
Compound of Osmium, Biosmocene.” H. Yasuhara, K. Koga, and S. Nakashima J. Organomet. Chem., 779, 86-90 (2015). 
機器利用番号：1, 12, 13, 16 

5. Electron-spin resonance (ESR) characterization of quintet spin-state bis-nitroxide-bearing cyclopentane-1,3-diyl diradicals. 



Omokawa, Yasuyuki; Hatano, Sayaka; Abe, Manabu. Journal of Physical Organic Chemistry, 2015, 28, 116-120. 利用機器

番号：1, 2, 13 
6. Formation of isomerized E, Z-configured 1, 3-dienes in construction of macrocyclic trienes by diene-ene RCM. Takagi, 

Ryukichi; Tanaka, Kenji; Yamamoto, Koumei; Hiraga, Yoshikazu; Kojima, Satoshi; Abe, Manabu. Bulletin of the Chemical 
Society of Japan, 2015, 88, 146-148. 利用機器番号：1, 13, 16 

7. 1,8-Disubstituted Xanthylidene-Based Remote Carbenes: Photolytic Generation and Isolation of Low-Coordinate 
Palladium(II) Complex. Sugawara, Shun; Abe, Manabu; Fujiwara, Yoshihisa; Wakioka, Masayuki; Ozawa, Fumiyuki; 
Yamamoto, Yohsuke. European Journal of Inorganic Chemistry, 2015, 2015, 534-541. 利用機器番号：1, 2, 13 

8. Oxidation of an allene compound bearing 1,8-dichloroacridene moieties and photolysis of the halogenated allene compound 
for the generation of triplet carbenes. Fuku-en, Shin-ichi; Furukawa, Ko; Sasamori, Takahiro; Tokitoh, Norihiro; Abe, 
Manabu; Yamamoto, Yohsuke. Journal of Physical Organic Chemistry 2015, 28, 79-87. 利用機器番号：1, 2, 13 

9. Caged Glutamates with π-Extended 1,2-Dihydronaphthalene Chromophore: Design, Synthesis, Two-Photon Absorption 
Property, and Photochemical Reactivity. Boinapally, Srikanth; Huang, Bo; Abe, Manabu; Katan, Claudine; Noguchi, Jun; 
Watanabe, Satoshi; Kasai, Haruo; Xue, Bing; Kobayashi, Takayoshi. Journal of Organic Chemistry, 2014, 79, 7822-7830. 
利用機器番号：1, 13 

10. A Cuprate Spin Ladder Linked by a Pyridyl Ligand Xiao Zhang, Sadafumi Nishihara, Yuki Nakano, Kseniya Yu. 
Maryunina and Katsuya Inoue Chemistry Letters, accepted利用機器番号：2, 5, 6, 12, 16 

11. Electrical Network of Single-Crystalline Metal Oxide Nanoclusters Wired by π-Molecules Ryo Tsunashima, Yoshifumi 
Iwamoto, Yusuke Baba, Chisato Kato, Katsuya Ichihashi, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue, Katsuya Ishiguro, Yu-Fei 
Song, and Tomoyuki Akutagawa Angewandte Chemie International Edition, 53, 2014 利用機器番号：2, 5, 6, 12, 16 

12. A magnetically isolated cuprate spin-ladder system: synthesis, structures, and magnetic properties Xiao Zhang, Sadafumi 
Nishihara, Yuki Nakano, Erina Yoshida, Chisato Kato, Xiao-Ming Ren, Kseniya Yu. Maryunina and Katsuya Inoue Dalton 
Transactions, 43, 12974, 2014利用機器番号：2, 5, 6, 12, 16 

13. Giant Photoconductivity in NMQ[Ni(dmit)2] Toshio Naito, Tomoaki Karasudani, Naoki Nagayama, Keishi Ohara, 
Kensuke Konishi, Shigeki Mori, Takahiro Takano, Yukihiro Takahashi, Tamotsu Inabe, Shota Kinose, Sadafumi Nishihara, 
and Katsuya Inoue European Journal of Inorganic Chemistry, 24, 4000, 2014利用機器番号：2, 5, 6, 12, 16 

14. Synthesis and Physical Properties of Tetrathiafulvalene Derivatives with Ferrocene-term nated Substituents Yoko 
Tatewaki, Kei Mizuguchi, Chisato Kato, Sadafumi Nishihara, and Shuji Okada Chemistry Letters, 43, 1131 2014利用機器

番号：2, 5, 6, 12, 16 
15. On the Nature of the Structural and Magnetic Phase Transitions in the Layered Perovskite-Like (CH3NH3)2[FeIICl4] 

Jing Han, Sadafumi Nishihara Katsuya Inoue, and Mohamedally Kurmoo Inorganic Chemistry, 53, 2068, 2014 利用機器

番号：2, 5, 6, 12, 16 
16. A. Katori, Y. Sashihara, A. Iwamoto, S. Kojima, Y. Yamamoto “Highly Diastereoselective Synthesis of Chiral Furans with a 

Quaternary Carbon Substituent at the 2-Position Using 8-Phenylmenthol as the Chiral Auxiliary” Chem. Lett., 43, 
766-768 (2014) 利用機器番号：1, 11, 13, 14 

17. S. Kojima, N. Banden, Y. Yamamoto “A Highly Efficient Cooperative Effect in an Acylation Catalyst Bearing Weak Lewis 
Base and Lewis Acid Sites” Chem. Lett.,  43, 1266-1268 (2014) 利用機器番号：1, 11, 13, 14 
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１．研究メンバー 

井上克也（研究推進リーダー；理学研究科・教授） 

TEL：082-424-7416 E-Mail：kxi@hiroshima-u.ac.jp 

鈴木孝至（先端物質科学研究科，教授） 

西原禎文（理学研究科，准教授） 
２．研究テーマ 

複数の強秩序状態を同時に有する新機能物質の開発と物性研究 

３．研究期間 

平成 26 年 4 月 １日 ～ 平成 27 年 3 月 31 日 

４．目的と展望 

本研究で開発している中心対称性を持たない磁性体は，空間反転対称性と時間反転対称性が同時に破れた新 

しいカテゴリーに属する固体である。このような固体では，強誘電性，強磁性，強弾性などの複数の強秩序状態が 

同時に実現する。このような磁性体では 2 つのパリティが同時に破れていることから，特異な磁気光学効果，磁気 

構造，また強秩序状態に強いカップリングがある場合は大きな電気—磁気効果（M-E 効果），磁場—応力効果，電 

場—応力効果等を示すと考えられる。我々は分子性から無機物まで構造設計を利用して複数の強秩序状態を有する磁

性体の構築とその物性研究を進めている。昨年度までに無機キラル磁性体（CrNb3S6）の単結晶のローレンツ電子顕

微鏡測定によって、磁気構造が明らかとなり、ゼロ磁場では、キラルらせん磁気構造（CHM）およびらせん軸に垂

直方向に磁場をかけた際にはキラルスピンソリトン格子（CSL）状態の観測に成功した。その結果キラル磁性体に

おいて、マクロスケールに揃った安定なスピン位相状態が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．主要な研究成果（平成 26 年度） 

本年度は，絶縁体キラル磁性体の分子性キラル磁性体の新規合成の研究を進めた。その結果、新しいキラル磁性体

として{[CuII(R-chxn)][WV(CN)8]•5H2O}nおよび{[CuII( -chxn)2]3[WV(CN)8]22H2O}nの合成に成功した。今後磁気構造解

析を進め磁気構造を解明する。キラル磁性体（CrNb3S6）について単結晶磁気抵抗効果の測定に成功した。その結果、

ディスクリートな抵抗の飛び及びヒステリシスが観測された。この結果の原因については検討中である。 

図 1：複合強秩序状態の物性と相関。磁化 

（M）、分極（P）、応力（ɛ）。 

図 2：研究を進めているキラル磁性体 CrNb3S6の結晶。 
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アイソトープ総合部門 

部門長 中島 覚 

 

 アイソトープ総合部門をご利用いただいている皆様やいつもご支援いただいている皆

様に感謝しながら、ご挨拶させていただきます。私たちは一貫して、放射性同位元素を

用いた全学の教育研究支援を行うとともに、全学の放射線安全管理に務めるために日々

活動を行ってまいりました。それと同時に、広島大学の教育研究にも直接貢献してまい

りました。この場では、平成 26 年度の活動の一部を紹介するとともに今後アイソトープ

総合部門がどうあるべきかについて述べます。 
 私たちの活動は放射性同位元素教育研究部と放射性同位元素管理部の二つの部で行っ

ています。それぞれの部には 1 名ずつ専任教員が配置されており、その教員が中心になっ

て業務を積極的に行っています。活動はそれぞれの部の活動報告にまとめられています

のでそちらをご覧ください。ここでは、特に平成 26 年度に取り組んできたことをご紹介

します。私たちは、私たちの RI施設だけでなく、広島大学内の他 RI施設の安全管理に関

しても貢献していきたいと考えています。具体的には、学内他施設の教育訓練に私たち

がさらに貢献し、また空間線量やスミア検査などの測定に関してもできるだけ貢献でき

るように努力しております。平成 27 年 1 月より技術員 1 名が着任し、一部の施設におい

てスミア検査等の支援も開始しました。このような観点からの全学支援も積極的に行っ

ていきたいと考えています。平成 27 年度も引き続き、アイソトープ総合部門が全学の放

射線安全管理にどのように貢献できるかについて検討を進めたいと考えています。 
広島大学では、「放射線災害復興を推進するフェニックスリーダー育成プログラム －

放射線災害による人と社会と環境の破綻からの復興を担うグローバル人材養成－ 」が

平成 23 年度、文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」に採択されました。

このプログラムでは、分野横断的・実践的学問領域である「放射線災害復興学」を確立

し、放射線災害からの復興の核となる「放射線災害から生命を護る人材」、「放射能か

ら環境を護る人材」、「放射能から人と社会を護る人材」を育成します。そのために、

本プログラムは、放射線災害医療コース、放射能環境保全コース、放射能社会復興コー

スの三つのコースからなります。私どものアイソトープ総合部門は放射能環境保全コー

スの支援をさせていただいています。また、アイソトープ総合部門はこのプログラムの

トレーニングセンターとなり、アイソトープ総合部門を使用して実習を行っています。

採択された大学においては、プログラムの趣旨を踏まえ、国際的に活躍できるリーダー

の養成により一層努めるとともに、大学改革が一層推進されることを期待されています。

この点に関しましてもなお一層貢献したいと考えています。 

これまで、支援センターであることに重きを置いて活動してきました。しかしながら、

アイソトープの利用はピーク時より減少したこともあり、支援だけでは評価されません。

支援センターの教員であっても各自の研究を進めることは大学人として当然であります。

スタッフ全員がこのことも忘れず研究活動を展開していかなければならないと考えてい

ます。アイソトープ総合部門としては引き続き放射線安全管理に関する研究や環境保全
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に関する研究を進めていきたいと考えています。また、教授は理学研究科化学専攻分子

反応化学講座で放射線反応化学研究グループを率いており、この分野の教育研究を積極

的に行っています。 

 私たちは日本アイソトープ協会、日本放射線安全管理学会、大学等放射線施設協議会、

アイソトープ総合センター長会議等を通して全国の RI 施設と連携を取りながら活動して

います。この中では、副部会長、副会長、理事として活動しており、全国的にも広島大

学が貢献しなければならないことであると考えています。今年度は特に、部会の企画や

学会の今後に関して検討してまいりました。これからも、広島大学のセンターとしてこ

のような活動にも努めてまいりたいと考えています。 
 
私たちは全学的な放射線安全管理と放射線利用教育研究の推進に努めるとともに我々独

自の研究も強く進めてまいります。それと同時に、放射線災害からの復興の核となる人

材の育成にも、微力ですが努めてまいりたいと思います。さらに、学外での活動におい

ても広島大学として相応の貢献をしたいと考えています。ぜひ関係各位のご理解を賜り

たいと思います。 
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【専任教員の研究紹介】 

微生物における金属元素に対する影響 

稲田晋宣 

［はじめに］ 

我々は、広島大学東広島キャンパスの下水およびキャンパス下流の角脇調節池の環境放

射能調査を継続して行っている。この調査を通じて環境水中に存在する多様な微生物が

自然界に存在する放射性同位元素を菌体内に取込むなどして環境放射能動態に影響を与

えている可能性を考えた。そこで環境放射能動態について、生物学的視点から解析を行

うこととした。2011 年 3 月の福島第一原子力発電所事故で、特に Cs-137 が注目されてい

る。Cs-137 は Cs の同位体であり化学的性質は Cs と同じである。環境中の微生物がその

菌体内に取込み、蓄積した状態で環境中を移行することで環境中の Cs-137 の動態に影響

を与えている可能性を考えた。そこで Cs を中心とした金属元素の微生物における影響を

解析することにした。 

［結果および考察］ 

これまでの結果で、（池水と比較して）下水には微生物が豊富に存在していることを確

認している。この下水サンプルを用いて、Cs の他に Na、K および Li の塩化物を固体培地

中に添加して、下水中の微生物のコロニーの形成状況を確認した。その結果いずれの元

素を用いたときでも、その添加量を上げるに従いコロニー形成数は減少した。 

Cs と Li を用いたとき、培地中に 0.5%(w/v)で添加したとき、コロニー形成数の減少が

確認され、2.0%(w/v)でコロニーの形成を阻害した。一方で、Na や K はこれらと比較して

その影響は緩やかで、添加割合が 2.0%(w/v)を超える当たりから形成数の減少が確認され

た。これにより、Cs と Li は Na や K と比較して、微生物により影響を与えていることが

分かった。また本実験系において、Cl による影響は無いか小さいものであると判断した。 

CsCl と LiCl について詳細に解析を行った。その結果、CsCl では固体培地中に

0.01mol/L の濃度でコロニー形成数に影響を及ぼした。一方で LiCl は CsCl よりも影響は

弱く、0.1mol/L でその影響を確認する事ができた。これにより Cs は Li よりも微生物へ

の影響が強いことが示唆された。Na と K は必須元素として知られており、細胞外への排

出機構についても解析されている。一方で Cs は細胞外への排出効率が Na や K と比較し

て悪く、K と一緒に菌体内に取り込まれ、その体内に蓄積したことにより影響を受けたも

のと考えられる。 

Cs や Li を添加して生育した微生物群について 16S rDNA 配列を用いた解析を行った結

果、これらの元素に対する耐性は微生物種により異なる可能性が示唆された。Cs の影響

を受けにくい微生物種はその菌体内に Cs を蓄積して活動することが可能と考えられ、蓄

積した状態で雨水などにより環境中を移動することで環境中の放射能動態に影響を及ぼ

していると考えられる。Cs や Li などの蓄積性（耐性）やその機構と微生物種の関係につ

いて詳細な解析を行う予定である。 

（なお、Cs-137 が 0.01mol/L のとき、放射能に換算すると約 4.4×109 Bq/L となり、本

実験で使用した Cs の量は、東京電力福島第一原子力発電所事故で放出された量よりも、

大量になることを付け加えておく。） 

［参考文献］ 

1）Proceedings of the 15th Workshop on Environmental Radioactivity, p58-63, KEK 

Proceedings 2014-7 (2014). 
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【施設利用者の研究紹介】 
新しいがん治療法開発への応用を目指した染色体末端テロメアの機能解析 

先端物質科学研究科 分子生命機能科学専攻 
上野 勝 

 
 染色体末端テロメアは細胞の老化やがんと密接に関係している。そこでテロメアで働く蛋白質の機

能解析は、老化やがんの予防や治療への応用が期待できる。我々は、主に分裂酵母を用いて、テロメ

ア維持に関係する蛋白質の機能解析を行ってきた。最近、我々は 2 本鎖 DNA を引き剥がす酵素（ヘリ

ケース）の一つであるRqh1という蛋白質がテロメアの維持機構に大きな影響を与えることを発見した。

具体的には、テロメア維持に必須な遺伝子 pot1 破壊株はテロメアが急激に分解され、染色体末端が融

合した環状染色体を持つ酵母が生き残るのに対して、ヘリケース活性を失った変異 rqh1 株において

pot1 遺伝子を破壊すると、テロメアが DNA 組換えによって維持されたり、微小管阻害剤に対して高い

感受性を示したりすることがわかった（１）。この遺伝子rqh1の完全欠損はpot1と合成致死になるこ

とが報告されていたが、その原因はわかっていなかった。我々はこの原因の解明に成功した。具体的

には Rqh1ヘリケースが環状染色体の維持に必要であることを明らかにした（２）。さらに我々はヘリ

ケース活性を失った rqh１変異と pot1 破壊を組み合わせた株において、テロメアでの組換え中間体の

蓄積がスピンドルチェックポイントを活性化することも発見した（４）。スピンドルチェックポイン

トはキネトコアと微小管の結合異常を感知するシステムであり、テロメアはこのシステムに無関係と

考えられていた。我々の発見はテロメアとスピンドルチェックポイントの新しい連係の解明に繋がる

ことが期待できる。 

 上記の発見は、テロメアが組換えで維持されたがんや環状染色体を持つがんの新しい治療法の開発

への応用が期待できる。例えば、がんの約１割強はテロメアが組換えで維持されている。もしヒト細

胞においても分裂酵母と同様にテロメアでの組換え中間体の蓄積が微小管阻害剤感受性を高めるとす

ると、正常細胞が死なない程度の低い濃度の微小管阻害剤の添加で、テロメアで組換え中間体が蓄積

したがん細胞を選択的に死滅させることが期待できる。また、ある種のがん細胞では高頻度で環状染

色体を持っていることがわかっている。そこで、もしヒト細胞においても分裂酵母と同様に Rqh1 のホ

モログが環状染色体の維持に必要であれば、ヒトRqh1ホモログの阻害は、正常細胞を殺さず、環状染

色体を持ったがん細胞のみを選択的に死滅させることが期待できる。現在、広島大学クロマチン動態

数理研究拠点 (RcMcD)のメンバーとして、酵母クロマチン動態計測も行っており、新しい切り口で染色

体維持機構の解明も目指している。 

 
 
最近の主な論文 
(1) Fission yeast Pot1 and RecQ helicase are required for efficient chromosome segregation. K. 
Takahashi. Et al. Mol. Cell. Biol. 31, 495-506. (2011).  
(2) Fission Yeast RecQ Helicase Rqh1 Is Required for the Maintenance of Circular Chromosomes. 
T. Nanbu, et al. Mol. Cell. Biol. 33, 1175-1187. (2013). 
(3) SUMOylation regulates telomere length by targeting Tpz1Tpp1 to modulate shelterin-Stn1 
interaction in fission yeast. K. Miyagawa, et al. Proc. Natl. Acad. Sci. USA. 111, 5950-5955, 
(2014). 
(4) Rad51-dependent aberrant chromosome structures at telomeres and rDNA activate the spindle 
assembly checkpoint. A. Nakano, et al. Mol. Cell. Biol. 34, 1389–1397. (2014).  
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Ⅰ．放射性同位元素教育研究部 

生命科学や物質科学の研究分野において放射性同位元素および放射線を用いた基礎・応用

研究を推進するための支援を担当している。このために必要となる、法令に基づいた放射線

の安全取扱いについての教育を定期的に行うとともに、学内の放射線施設である放射光科学

研究センターや、全国共同利用施設である SPring-8 などの利用者のための放射線業務従事者

登録を行っている。当部門は生物、化学、地学、物理分野にわたり、ゲノム解析、生体機能

解析、標識化合物の利用、環境関連研究、福島支援、メスバウアー分光、放射線の物理的、

工学的応用などの研究支援のために最新機器を備えている。また環境放射能調査における生

物学的解析を行っている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－１．施設の利用状況 

【ＲＩ施設の利用状況】 

放射線を利用するには、法律に基づいて管理された施設（管理区域）で使用することが義

務づけられている。当部門では全学の希望者に対し放射性同位元素を使用するための実験ス

ペースの提供や研究推進のために各種解析装置を設置し、また希望者には放射線測定器を貸

し出すなどＲＩ研究の支援を行っている。この他にＲＩ利用に関する問い合わせには教職員

が対応している。平成２６年度の登録・施設利用状況は以下のとおりである。 

 

登録者数の推移および部局別からみた割合 

教育訓練実習 
環境水中の微生物のＤＧＧＥ解析 
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【利用申請者と研究テーマ】 
当部門施設利用者 

利用申請者 研究テーマ 利用者数 

理学研究科   

  細谷 浩史 細胞分裂メカニズム解明に関する研究 10 

  高橋 陽介 植物伸長生長制御機構／植物の環境応答制御機構 10 

  鈴木 克周 超生物界間 DNA 輸送系の研究 6 

  高橋 嘉夫 
土壌中グローバルフォールアウト放射性核種の定量：環境中の微

量元素の移行挙動解析 
9 

  泉 俊輔 植物細胞の化学ストレス応答の解明 5 

  山本 卓 ウニ初期胚における遺伝子発現調節機構の研究 4 

  坂本 敦 形質転換植物の分子形質発現解析 2 

  中野 敏彰 DNA 損傷修復機構の解明 16 

  片柳 克夫 蛋白質・核酸のＸ線結晶構造解析 5 

 出口 博則 コケ植物に対する放射線影響評価 2 

 中島 覚 環境放射能 4 

附属両生類研究施設  

  矢尾板 芳郎 両生類の変態の分子機構 1 

  鈴木 厚 初期発生の分子機構 2 

  古野 伸明 両生類の卵形成・発生の機構解析、両生類の異環境への影響 1 

  三浦 郁夫 両生類の性決定と色彩発現 1 

  高瀬 稔 両生類ホルモン作用機構の解明 1 

  倉林 敦 両生類・魚類・爬虫類の転移因子と高次系統関係の研究 1 

 高橋 秀治 脊椎動物の発生 1 

附属植物遺伝子保管実験施設   

 谷口 研至 高等植物の分子遺伝学的研究 5 

文学研究科  

  奥村 晃史 放射性炭素同位体年代測定 1 

 山内 廣隆 放射線災害復興を推進するフェニックスリーダー育成プログラム 3 

社会科学研究科  

 戸田 常一 福島被災地域の社会復興に関する調査研究 1 

先端物質科学研究科   

  山田 隆 ウイルス、ファージ植物等の分子生物学的研究 2 

 荒川 賢治 放線菌の二次代謝制御機構および放射線感受性に関する研究 3 

  上野 勝 テロメアの機能解析 1 

工学研究科   

  遠藤 暁 環境放射線計測 1 

 梶本 剛 放射線管理 1 

  金田一 智規 MAR-FISH 法を用いた環境微生物の機能解析 3 

生物圏科学研究科   

  矢中 規之 肥満白色脂肪組織の新規標的因子の探索 1 
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総合科学研究科   

  斎藤 祐見子 脳内摂食受容体分子 MCH1R の活性制御機構 3 

 奥田 敏統 福島における環境中の放射性物質の動態 6 

自然科学研究支援開発センター  

  田中 伸和 遺伝子発現の調節研究 2 

  中島 覚 金属錯体の構造と電子状態の研究 8 

  稲田 晋宣 放線菌の転写因子に関する研究 1 

  松嶋 亮人 
植物培養細胞を用いた不斉合成－植物由来の酵素を用いたエノン

類の不斉還元反応の解明 
1 

理学部   

  中野 敏彰 ラジオアイソトープ取扱の講習と基本操作の実習 34 

 

 

他施設利用者 （ ）内は、当部門施設利用者数（内数） 

利用申請者 研究テーマ 利用者数 

理学研究科  

 杉立 徹 高エネルギー原子核衝突実験 3 

 深沢 泰司 高エネルギー宇宙・素粒子実験 19 

 黒岩 芳弘 放射光を用いた固体物質の構造物性 12 

 谷口 雅樹 放射光を用いた強相関物質の光電子分光 13 

 圓山 裕 放射光を用いた電子物性研究 14 

 平谷 篤也 シンクロトロン放射光を用いた分子光科学反応の研究 15 

 西原 禎文 キラル磁性体／マルチフェロイクス化合物の構造と物性 19 

 岡田 和正 放射光を用いた電子励起分子の光化学反応の研究 4 

 安東 淳一 岩石鉱物の変形物性 1 

 大川 真紀雄 X 線回折実験 1 

 高橋 嘉夫 環境中での微量元素の存在状態に関する研究 17（9） 

 佐藤 友子 超高圧地球物理学 4 

 関根 利守 衝撃波によるダイナミクス計測 2 

 宮原 正明 隕石に含まれる高圧相の解明 1 

 中野 敏彰 DNA 損傷修復機構の解明 4（4） 

 片柳 克夫 蛋白質のＸ線構造解析 6（5） 

 楯 真一 タンパク質の動態解析 1 

附属植物遺伝子保管実験施設  

 谷口 研至 高等植物の分子遺伝学的研究 4（1） 

教育学研究科  

 蔦岡 孝則 希土類金属間化合物の中性子回折 1 

文学研究科  

 野島 永 金属器の内部構造からみた制作技術の解明 1 

先端物質科学研究科  

 世良 正文 強相関電子系の物理 5 
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 高畠 敏郎 遷移金属酸化物及び希土類化合物 7 

 高橋 徹 加速器を用いた素粒子実験 9 

 岡本 宏己 ビーム物理の研究 11 

 東 清一郎 高誘電率ゲート絶縁膜の構造評価 2 

 黒田 章夫 細菌のポリリン酸代謝制御機構の解明 9 

 荒川 賢治 放線菌の二次代謝制御機構および放射線感受性に関する研究 1（1） 

 平田 大 真核生物の細胞形態形成および寿命制御機構に関する研究 4 

放射光科学研究センター  

 生天目 博文 高電子分光による物性研究 5 

 佐々木 茂美 放射光源の物理 7 

先進機能物質研究センター  

 小島 由継 高容量ナノ複合水素貯蔵物質の創製 9 

自然科学研究支援開発センター  

 梅尾 和則 低温高圧下における希土類化合物の磁性 1 

 齋藤 健一 機能ナノ構造体の創製とその光物性 10 

宇宙科学センター  

 川端 弘治 ガンマ線、X 線衛星の開発とブラックホール連星などの研究 2 

ナノデバイス・バイオ融合科学研究所  

 岩坂 正和 グアニン結晶の X 線および放射光分光 2 

サステナブル・ディベロップメント実践研究センター  

 高橋 修 高圧化でのエネルギー物質の結晶構造解析 3 
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【当部門の主な設置機器】 

 

◆放射線測定・防護機器 

Ge 半導体検出器※ ２台 

Si/Li 半導体検出器 １台 

2πｶﾞｽﾌﾛｰｶｳﾝﾀ １台 

低ﾊﾞｯｸ液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ ３台 

ﾌﾟﾚｰﾄ用液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

ｵｰﾄｳｪﾙｶﾞﾝﾏｶｳﾝﾀ ２台 

ﾗﾋﾟｯﾄﾞｶｳﾝﾀ ７台 

GM ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（β線）※ ３６台 

GM ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（β/γ線） ６台 

ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ※ １５台 

電離箱式ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ ３台 
3H/14C ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 
125I 測定用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

可搬型ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾍﾟｸﾄﾛｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

α/β線用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

ﾎﾟｹｯﾄｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ ５台 

ﾊﾝﾄﾞﾌｯﾄｸﾛｽﾓﾆﾀ ２台 

ﾄﾞﾗﾌﾄ １８台 

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ １台 

ﾄﾘﾁｳﾑｶﾞｽ動物実験ﾌｰﾄﾞ １台 

ﾀﾞｽﾄｻﾝﾌﾟﾗ ３台 
3H/14C 捕集装置 １台 

 

◆放射線分析・解析機器 

ﾗｼﾞｵｸﾛﾏﾅｲｻﾞ(TLC ｱﾅﾗｲｻﾞ) １台 

ｲﾒｰｼﾞｱﾅﾗｲｻﾞ（FLA-9500）※ １台 

ｲﾒｰｼﾞｱﾅﾗｲｻﾞ（BAS1800 II） １台 

ﾏﾙﾁｲﾒｰｼﾞｱﾅﾗｲｻﾞ(STORM) １台 

ﾒｽﾊﾞｳｱｰ分光分析装置 １式 

 

◆飼育・培養機器 

動物用ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞﾗｯｸ ２台 

遠赤外線動物乾燥装置 １台 

光照射振とう培養機 １台 

ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ １台 

CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ １台 

恒温器 １台 

 

 

 

◆汎用研究機器 

分光光度計 １台 

蛍光分光光度計 １台 

蒸留水製造装置 １台 

超純水製造装置 １台 

製氷機 １台 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ １台 

自動現像機 １台 

高速冷却遠心機 １台 

超遠心機 １台 

低速冷却遠心機 １台 

微量高速冷却遠心機 １１台 

ﾋｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ １１台 

ﾊｲﾌﾞﾘﾀﾞｲｾﾞｰｼｮﾝｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ ３台 

恒温振とう水槽 １１台 

低温恒温槽 １台 

小型恒温水槽 ３台 

ｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ ３台 

ｹﾞﾙ乾燥器／水流式ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ２台 

倒立位相差蛍光顕微鏡 １台 

ｹﾞﾙ撮影装置 １台 

蛍光・発光画像撮影装置 １台 

凍結乾燥機 １台 

送風定温乾燥器 １台 

定温恒温乾燥器 １台 

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ ２台 

小型ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ３台 

水流式ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ４台 

DCode 微生物群集解析ｼｽﾃﾑ １台 

ｼﾞｪﾈﾃｨｯｸｱﾅﾗｲｻﾞ（ABI-310）  １台 

安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ １台 

二次元電気泳動装置 １台 

ICP 発光分光分析装置 １台 

GC-MS 分析装置 １台 

 

 
※大学院リーディングプログラムによる導

入を含む。
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Ⅰ－２．教育研究活動 
放射線を利用する者は、初めて放射線を扱う前に健康診断の受診、教育訓練を受講後、放

射線業務従事者として登録されなければならない。当部門では学内の放射線業務従事者に対

する教育訓練を開催し、当施設の新規利用者を対象に放射線測定器（サーベイメータ）を用

いた放射線測定の実習を行っている。また学内の他 RI 施設の教育訓練の支援や学外の教育訓

練の講師も担当している。この他に教育活動支援の一環として学生実習の支援やセミナーを

開催し、また三次被ばく医療推進事業への協力や学外への啓発活動として一般向けの講習会

の主催や講習会への講師の派遣も行っている。 

 
【教育訓練および教育訓練実習】 

平成２６年度登録者のための教育訓練および教育訓練実習の開催、教育訓練の支援は以下

のとおりである。 

＜教育訓練＞ 

 ３／４ 第１回教育訓練  （継続登録者対象） ３６名 
 ３／４ 第２回教育訓練  （継続登録者対象） １８名 
 ３／７ 第３回教育訓練  （継続登録者・外国人対象） ８名 
 ３／１０ 第４回教育訓練  （継続登録者対象） ２９名 
 ４／７ 第５回教育訓練  （継続登録者対象） ３７名 
 ４／１５ 第６回教育訓練  （新規登録者対象） ３４名 
 ４／１５・２１ 第７回教育訓練  （新規登録者対象） ２名 
 ４／２１ 第８回教育訓練  （新規登録者対象） ３４名 
 ４／２２ 第９回教育訓練  （新規登録者・外国人対象） １１名 
 ４／２１・５／１３ 第１０回教育訓練 （新規登録者対象） １名 
 ５／１３ 第１１回教育訓練 （新規登録者対象） １７名 
 ５／２０ 第１２回教育訓練 （継続登録者対象） ２３名 
 ６／２４ 第１３回教育訓練 （継続登録者対象） ８名 
 ９／１７ 第１４回教育訓練 （継続登録者対象） １名 
 ９／１７ 第１５回教育訓練 （新規登録者対象） １１名 
 １０／２２ 第１６回教育訓練 （新規登録者・外国人対象） ８名 
 １１／５ 第１７回教育訓練 （継続登録者対象） ２名 
 １１／５ 第１８回教育訓練 （新規登録者対象） ６名 
 １２／１ 第１９回教育訓練 （継続登録者対象） １名 
 １／５ 第２０回教育訓練 （継続登録者対象） １名 
 １／９・１５ 第２１回教育訓練 （新規登録者対象） ３４名 
  
 

＜教育訓練実習＞ 

 ４／２５ 第１回教育訓練実習 ５名 
 ４／２８ 第２回教育訓練実習 ３名 
 ５／１９ 第３回教育訓練実習 １名 
 
＜ＲＩ教育訓練支援＞ 
講師派遣（学内） 

 ５／１０ 工学研究科放射線総合実験室の教育訓練支援（中島・稲田・松嶋） 
 ５／１２ 医歯薬保健学研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援（中島） 
 ５／１５ 医歯薬保健学研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援（中島） 
 ５／１７ 総合科学研究科・生物圏科学研究科の教育訓練支援（中島） 
 ５／２０ 医歯薬保健学研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援（稲田） 
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 ５／２２ 広島大学病院 放射線診療従事者の教育訓練支援（中島・稲田） 
 １０／２７ 医歯薬保健学研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援（稲田） 
 
 
【理学部生物科学科 学生実験の支援】 

当部門では放射線利用に関する教育の一環として理学部生物科学科三年生のＲＩ実習の支
援を行っている。平成２６年度の開催状況は以下のとおりである。 

 １／９・１５ ＲＩ実習：学部３年生（理学部生物科学 学生実習） ３４名 
 

 

【理学部化学科 学生実験の支援】 

理学部化学科三年生の化学実験のうち、放射線反応化学研究グループ担当分の一部支援を

行っている。 

 

【ＲＩセミナー】 
放射線に対する幅広い知識提供と研究・技術の情報交換を行い、有益な放射線利用の啓発

を行うことで放射線の安全利用を促し、さらに様々な分野の研究における情報提供を行うこ
とで、全学の研究支援と教育活動を推進することを目的とし、平成１３年度より学内外の先
生を講師として招き、全学を対象としたＲＩセミナーを開催している。これは学生に対する
教育活動も目的としており、五研究科合同セミナーとしている。平成２６年度は以下のとお
りに開催した。 

 
第２０回 平成２７年２月２７日 

演題：「アクチノイドイオンの化学結合特性とイオン認識に関する 3つのファクター」 

演者：矢板 毅（日本原子力研究開発機構） 

世話人：中島 覚（広島大学自然科学研究支援開発センター） 
 

 

【三次被ばく医療推進事業への協力】 

広島大学は、平成１６年３月に、西日本ブロックの「地域の三次被ばく医療機関」に選定

され、緊急被ばく医療推進センターが設置された。アイソトープ総合部門のメンバーは平成

１７年度より広島大学緊急被ばく医療推進センターの協力者となり、毎年、防災訓練や講習

会、医療訓練などに参加し、講演や技術指導を行っている。 

平成２６年度は、県の防災訓練や講習会に講師として参加し、講演や技術指導を行った。 

４月７日〜１１日 IAEA Workshop in Fukushima (Workshop on Monitoring during a 

Nuclear or Radiological Emergency) 

１０月７日 平成２６年度佐賀県緊急被ばく医療対策講習会 

 

【理学部化学科新入生対象見学会】 

理学部化学科では、新入生のオリエンテーションの一環として、新入生野外研修・見学会

を行っている。当部門では、この見学会に協力し、理学部化学科の新入生を対象とした見学

会を行っている。平成２６年度は４月１２日に見学会を行った。 

 

【地域貢献事業】 

平成１９年度より地域貢献事業として、一般の方を対象に霧箱や放射線測定器を利用して

宇宙線や身の回りの放射線を観測する実習を行っている。平成２６年度の開催状況は以下の

とおりである。 

１．目で見る放射線実習 

 開催日時：８月５日 １３：３０～１６：００ 

 内容：講義「身の回りの放射線について」 

― 99―



 実習「目で見る放射線」(霧箱を使用した宇宙線・α線の観察) 
 実習「測定器を利用した自然放射線の計測」(γ線測定器を使用した日用品の測定

及び野外での測定) 
 参加人数：２１名 

 後援：東広島市教育委員会 

 協賛：広島県教育委員会、広島大学技術センター 

 

２．霧箱で放射線・宇宙線を見てみよう 

 開催日時：１１月１日 １２：００～１６：００ 

 内容：霧箱によるα線、β線、宇宙線の観察。身の回りの放射線の測定、動画による放

射線飛跡の解説，ウランガラスの展示。 

 参加人数：１７名 

 共催：日本原子力学会中国・四国支部 

 
【アウトリーチ活動】 

関係学協会等を通してのアウトリーチ活動を行った。 

放射線教育研修会 

  場所 加古川総合文化センター 

  日時 ７月２日 

  講義 放射線の基礎（講師：中島 覚） 

  

文部科学省委託事業「科学的な理解をすすめる放射線教育セミナー」 

  場所 東広島市立八本松小学校 

  日時 ８月６日 

  講義 放射線の基礎（講師：中島 覚） 

  実験 放射線を測ってみよう（講師：木庭亮二） 

  実験 霧箱で放射線を見てみよう（講師：寺元浩昭） 

  講義 食品中に含まれる放射性物質の基準と健康影響（講師：中島 覚） 

 

 
【大学院リーディングプログラム機構フェニックスリーダー育成プログラム】 

広島大学では、「放射線災害復興を推進するフェニックスリーダー育成プログラム」が平成

２３年度、文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」に採択された。本プログラ

ムでは、放射線災害に適正に対応し、明確な理念の下で復興を指導できる判断力と行動力を

有し、国際的に活動できるグローバルリーダー（フェニックスリーダー）を育成する。そし

て、放射線災害からの復興をけん引できる人材育成を通して、２１世紀のモデルとなる安全・

安心の社会システムの確立に貢献する。当部門の中島はこのプログラムのメンバーの一人と

なり、アイソトープ総合部門も中島を通してこのプログラムに貢献した。 
また、当施設はヒロシマ・フェニックストレーニングセンターとして設定されており、授

業科目「放射線計測演習」が当施設において実施された。当部門の教員、技術職員も実習に

おいて計測や測定の支援を行った。 
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Ⅱ．放射性同位元素管理部 
学内や周辺地域の環境保全を達成するために、学内放射線施設から出されるＲＩ排水の管理、

ＲＩ有機廃液の焼却、環境放射能動向調査などの実務を担当している。当施設から出るＲＩ排

水だけでなく、東広島キャンパス内のＲＩ施設である工学研究科、生物圏科学研究科、総合科

学研究科の放射線施設から出るＲＩ排水を受け入れ、排水処理ののち放流を行っている。これ

は東広島市との協定に基づくものであり、地域社会の環境保全を図る上で、重要な業務となっ

ている。また、浄化した後に放流した RI 排水が環境へ影響を与えていないことを確認するた

めに、定期的に環境水（下水と池水）の放射能測定をおこなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－１．放射線管理活動状況 
【各種研修会への参加】 

放射性同位元素等の使用は法律が密接に関係している。近年、放射性廃棄物の埋設処分やク

リアランス制度が放射線障害防止法へ取り入れられた。アイソトープ総合部門の教職員は各種

研修会や講習会に出席し、法令改正などに関する最新の動向を調査している。また各種研修会

等に講師として参加し、学外の放射線施設の教職員と情報交換を行い、このようにして得た情

報を学内の放射線施設管理者へ提供し、さらに、教育訓練等に反映することで、広島大学の放

射線利用における安全管理の向上に努めている。 

 平成２６年度は、日本アイソトープ協会放射線安全取扱主任者部会が開催する主任者研修会

に協力し、学外の放射線施設管理者に対する安全管理の啓発活動等を行った。また、広島大学

緊急被ばく医療推進センターへの支援を行った。 

 
●全国関連 
◆ IAEA Workshop in Fukushima (Workshop on Monitoring during a Nuclear or 
Radiological Emergency) 
 期日：平成26年4月 7日（月）～11日（金） 
 場所：福島県自治会館、福島県原子力センター、福島県栽培漁業協会種苗センター 
 
◆第38回国立大学アイソトープ総合センター長会議 
 期日：平成26年6月 4日（水）～5日（木） 
 場所：徳島大学 大塚講堂2F小ホール（蔵本キャンパス） 
 
◆日本放射線安全管理学会 第11回JRSM6月シンポジウム 
 期日：平成26年6月12日（木）～13日（金） 
 場所：東京工業大学 大岡山キャンパス 

アイソトープ総合部門にある貯留槽 (左)と浄化設備 (右) 
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◆第3回環境放射能除染研究発表会 
 期日：平成26年7月 3日（木）～4日（金） 
 場所：郡山市民文化センター 
 
◆大学等放射線施設協議会 大学等における放射線安全管理研修会 
 期日：平成26年8月26日（火） 
 場所：東京大学 農学部 弥生講堂 一条ホール 
 
◆佐賀県緊急被ばく医療対策講習会 
 期日：平成26年10月7日（火） 
 場所：唐津市国民宿舎 虹の松原ホテル 
 
◆平成26年度放射線安全取扱部会年次大会（第55回放射線管理研修会） 
 期日：平成26年10月30日（木）～31日（金） 
 場所：北海道立道民活動センタービル「かでる２・７」 
 
◆平成26年度放射線性同位元素等取扱施設安全管理担当教職員研修 
 期日：平成26年11月6日（木）～7日（金） 
 場所：大阪大学ラジオアイソトープ総合センター吹田本館 
 
◆日本放射線安全管理学会 第13回学術大会 
 期日：平成26年12月3日（水）～5日（金） 
 場所：徳島大学 大塚講堂 
 
 
●地域関連 
◆放射線業務従事者のための教育訓練講習会 
 期日：平成26年5月16日（金） 
 場所：広島大学 広仁会館 
 
◆第20回中国・四国支部主任者研修会 
 期日：平成26年9月19日（金） 
 場所：岡山大学創立五十周年記念館大会議室 
 
 
●その他 
◆放射線取扱主任者講習 
 期日：平成26年9月 5日（金） 
 場所：京都大学放射性同位元素総合センター
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【排水管理状況】 

◆環境放射能測定 

 当部門では広島大学東広島キャンパスから出るＲＩ排水の周辺環境への影響を調べるため

に、三ヶ月に一度環境水の測定を行っている。測定目的がキャンパスのＲＩ排水の影響という

ことから、測定点はぶどう池水の流れ込む角脇調節池および公共下水道との接続部の二箇所と

している。また毎年８月は外部業者と合同で採水・測定を行い、測定値の健全性を確認してい

る。測定はβ線放出核種およびγ線放出核種について行っていて、核種別（3H、14C、32P）のβ

線放出核種の定量には低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタを用い、全β線量の

測定には２πガスフローカウンタを用い、高エネルギーγ線についてはＧｅ半導体検出器を用

い、低エネルギーγ（Ｘ）線の測定にはＳｉ／Ｌｉ半導体検出器を用いて測定している。また、

検出感度の向上のため、全β線および半導体検出器を用いた測定にはサンプルを蒸発乾固させ

たものを測定用サンプルとしている。平成２６年度の環境水の放射線量の測定は以下のとおり。 

 通算測定回数  採水年月日  測定完了年月日 測定結果 

 第８６回 Ｈ２６年 ５月２７日 Ｈ２６年 ９月 ９日 異常無し 

 第８７回 Ｈ２６年 ８月２０日 Ｈ２６年１０月 １日 異常無し 

 第８８回 Ｈ２６年１１月２７日 Ｈ２７年 ２月 ３日 異常無し 

 第８９回 Ｈ２７年 ２月２５日 Ｈ２７年 ３月 ９日 異常無し 

 

◆ＲＩ排水の放流 

 東広島キャンパスから流れ出るＲＩ排水は黒瀬川に放流されるが、この河川水は水量が少な

くかつ農業用水に利用されるため、東広島市との協定により、排水中に含まれるＲＩの濃度と

法定基準濃度との比が１０分の１以下の排水についてのみ放流できることになっている。平成

２６年度の放流は以下のとおり。 

 処理済槽採水年月日     測定完了年月日     放流年月日     放流水量 

Ｈ２６年 ４月 ３日   Ｈ２６年 ４月１２日  Ｈ２６年 ７月３０日  ３４．２ m3 

 

なお、ＲＩ排水中に含まれるＲＩ濃度の測定は環境放射能測定と同一の方法で行い、法定基準

濃度との比が１０分の１以下であることが確認された。また、放流水の水質が環境基準および

排水基準を満たしていることを、環境安全センターに測定依頼することで確認した。 

 

◆他部局から出たＲＩ排水の受け入れ 

 東広島キャンパスから放流されるＲＩ排水中のＲＩ濃度限度基準を遵守するため、東広島キ

ャンパスからＲＩ排水を放流可能な場所は当部門に限定されている。したがって、当部門では

他部局からＲＩ排水を受け入れている。平成２６年度のＲＩ排水の受け入れはない。 

 

◆液体シンチレータ廃液の焼却 

 法令でＲＩを使用した実験で発生する有機廃液のうち、液体シンチレータ廃液に関しては各

事業所での焼却処理が可能であり、当部門においても下記の期間において焼却を行った。 

焼却期間： 平成２７年１月２０日 ～ 平成２７年２月２０日 

総焼却量： ３４リットル 

なお、焼却する廃液の濃度は上限濃度目標値以下であり、１日あたり最大１２リットルの焼

却を行った。 
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Ⅱ－２．施設管理活動状況 
 

【業務報告】 

◆空間線量率測定結果(平成２６年４月～平成２７年３月の平均) 

 

（「事業所境界」、「人が居住する区域」、「管理区域境界」は管理区域外、その他は管理区域内） 

 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成２６年４月～平成２７年３月の平均) 

        単位は Bq/cm2 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成２６年４月～平成２７年３月の最大値) 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 0.04 0.08 0.01 

汚染検査室 0.07 0.03 0.01 

廃棄物保管室 0.10 0.04 0.01 

使用室 0.21 0.05 0.01 

単位は Bq/cm2 

管理区域内の表面汚染密度限度は、以下のとおりである。 

α線を放出する放射性同位元素 ： ４Bq/cm2 

α線を放出しない放射性同位元素 ：４０Bq/cm2 

 

 
測定値（平均） 

事業所境界 0.13 μSv/h 

人が居住する区域 0.11 μSv/h 

管理区域境界 0.12 μSv/h 

貯蔵室 0.19 μSv/h 

廃棄物保管室 0.10 μSv/h 

使用施設 0.11～0.14 μSv/h 

代表的な使用室 0.13 μSv/h 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

汚染検査室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

廃棄物保管室 0.0313 検出限界以下 検出限界以下 

使用室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 
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◆ＲＩ保管量（平成２７年３月３１日現在） 

 

核種 個数 
放射能量 
（MBq）  核種 個数 

放射能量 
（MBq） 

H-3 （非密封） 22 1569.131  Co-57 （密封） 4 2960.00 

C-14 （非密封） 25 225.350  Sn-119m （密封） 1 370.000 

P-32 （非密封） 7 4.744  Ra-226 （密封） 1 25.900 

S-35 （非密封） 2 20.699     

Cs-137 （非密封） 5 6.933     

       

    

 

◆平成２６年度核種別新規ＲＩ受入量 ◆平成２６年度ＲＩ廃棄物引渡し量 

 

 

 

 
 
◆自主検査 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成２６年１１月１０日 
点検者：中島、稲田(晋)、松嶋、宮下、木庭、寺元、山崎 
結果：線源の保管個数、現有数量は１１月１１日に確認し、１１月１９日にはサーベイメータの確

認校正を行った。また、化学実験室３のフードの１つのダンパーが正常に作動せず排気が適

切に行えていなかったため、１２月１９日にダンパー制御器の交換を行った。 
 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成２７年３月１６日 
点検者：中島、稲田(晋)、松嶋、宮下、木庭、寺元、宗岡 
結果：線源の保管個数、現有数量を３月２０日に確認した。また、これまで内部被ばく計算ソフト

に不具合が多く、線量報告の個人配布が適切に行えないことがあったため、今後は毎月の外

部被ばく線量報告書に内部被ばく線量を併記して配布することとした。 
 

廃棄物の種類 容量（L）・規格 引渡し数量 

無機液体 25L・ポリタンク 1 

可燃物 50L・ドラム缶 2 

不燃物 50L・ドラム缶 1 

難燃物 50L・ドラム缶 10 

非圧縮 50L・ドラム缶 1 

焼却型プレフィルタ 74L 2 

焼却型ヘパフィルタ 109L 4 

   

核種 購入件数 
放射能量 

（MBq） 

P-32（非密封） 16 453.25 

S-35（非密封） 1 185.00 
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【アイソトープ総合部門を利用した業績】 

 

1. Functional characterization of a new grapevine MYB transcription factor and regulation of 

proanthocyanidin biosynthesis in grapes. 

K. Koyama, M. Numata, I. Nakajima, N. Goto-Yamamoto, H. Matsumura, and N. Tanaka 

J. Exp. Bot., 65, 4433-4449 (2014). 

 

2. The ClpS-like N-domain is essential for the functioning of Ubr11, an N-recognin in 

Schizosaccharomyces pombe. 

K. Kitamura 

SplingerPlus, 3, 257-265 (2014). 

 

3. The oxidative stress responsive transcription factorPap1 confers DNA damage resistance on 

checkpoint-deficient fission yeast cells. 

C. Belfield, C. Queenan, H. Rao, K. Kitamura, and N.C. Walworth 

PLoS One, 9, e89936 (2014). 

 

4. Application of a phosphite dehydrogenase gene as a novel dominant selection marker for yeasts. 

K. Kanda, T. Ishida, R. Hirota, S. Ono, K. Motomura, T. Ikeda, K. Kitamura, and A. Kuroda 

J. Biotechnol., 182, 68-73 (2014). 

 

5. Magnetic phase transitions in Er7Rh3 studied on single crystals. 

T. Tsutaoka, K. Obata, S. Cheyvuth, and K. Koyama 

J. Alloys Compd., 606, 214-218 (2014). 

 

6. Analysis of the Permeability Spectra of Fe-Al-Si Granular Composite Materials. 

T. Tsutaoka, H. Kinoshita, S. Yamamoto, K. Hatakeyama, T. Kasagi, and M. Y. Koledintseva 

Proc. 2014 Int. Symp. EMC, Tokyo, 781-784 (2014). 

 

7. Electromagnetic properties of Permendur granular composite materials containing flaky particles. 

T. Kasagi, T. Tsutaoka, and K. Hatakeyama 

J. Appl. Phys., 116(15), 153901-1 - 153901-10 (2014). 

 

8. Appearance of antiferromagnetic dipole order in Ce0.5La0.5B6 with Pr ion doping. 

T. Matsumura, K. Kunimori, A. Kondo, K. Soejima, H. Tanida, J.-M. Mignot, F. Iga, and M. Sera 

J. Phys. Soc. Jpn. 83, 094724-1-5 (2014). 

 



9. Large ferroquadrupole moment induced in the octupole-ordered Ce0.7La0.3B6 revealed by 

high-resolution x-ray diffraction. 

T. Inami, S. Michimura, Y. Hayashi, T. Matsumura, M. Sera, and F. Iga 

Phys. Rev. B 90, 041108(R)-1-5 (2014). 

 

10. Magnetic-field-induced charge order in the filled skutterudite SmRu4P12: Evidence from 

resonant and nonresonant x-ray diffraction. 

T. Matsumura, S. Michimura, T. Inami, Y. Hayashi, K. Fushiya, T. D. Matsuda, R. Higashinaka, 

Y. Aoki, and H. Sugawara 

Phys. Rev. B 89, 161116(R)-1-5 (2014). 

 

11. Evidence for hidden quadrupolar fluctuations behind the octupole order in Ce0.7La0.3B6 from 

resonant x-ray diffraction in magnetic fields. 

T. Matsumura, S. Michimura, T. Inami, T. Otsubo, H. Tanida, F. Iga, and M. Sera 

Phys. Rev. B 89, 014422-1-13 (2014). 

 

12. Multipole order and fluctuation in Ce0.7La0.3B6 studied by resonant x-ray diffraction. 

T. Matsumura, S. Michimura, T. Inami, T. Otsubo, H. Tanida, F. Iga, and M. Sera. 

JPS Conf. Proc., 3, 014008-1-6 (2014). 

 

13. Pressure-induced quadrupole order and Kondo effect in CeTe. 

Y. Hayashi, H. Takaguchi, T. Matsumura, M. Sera, and A. Ochiai 

JPS Conf. Proc., 3, 011035-1-5 (2014). 

 

14. Molecular cloning, expression, and signaling pathway of four melanin-concentrating hormone 

receptors from Xenopus tropicalis. 

Y. Kobayashi, A. Hamamoto, Y. Hirayama, and Y. Saito 

General Comp. Endocri., 212, 114-123, doi: 10.1016/j.ygcen.2014.03.005 (2015). 

 

15. Involvement of melanin-concentrating hormone 2 in background color adaptation of barfin 

flounder Verasper moseri. 

K. Mizusawa, Y. Kawashima, T. Sunuma, A. Hamamoto, Y. Kobayashi, Y. Kodera, Y. Saito, and A. 

Takahashi 

General Comp. Endocri., 214, 140-148, doi: 10.1016/j.ygcen.2014.07.008 (2015). 

 

16. Identification of amino acids that are selectively involved in Gi/o activation by the rat 

melanin-concentrating hormone receptor 1. 



A. Hamamoto, Y. Kobayashi, and Y. Saito 

Cellular Signaling, 27, 818-827 (2015) 

 

17. Melanin-concentrating hormone (MCH). 

H. Nagasaki and Y. Saito 

Handbook of Hormone Handbook, Eds. Takei Y and Takahashi A, Elsevier, in press. 

 

18. Cocaine and Amphetamine Regulated Transcript (CART). 

H, Nagasaki, Y. Kobayashi, and Y. Saito 

Handbook of Hormone, Eds. Takei Y and Takahashi A, Elsevier, in press 

 

19. Depletion of RuvBL2 in human cells confers moderate sensitivity to anticancer agents. 

M. Miyamoto-Matsubara, H. Yi, K. Ono, M-Z. Xie., Salem A.M., Shoulkamy M.I., T. Nakano, 

and H. Ide 

Cancer Science and Therapy, 6(11), 433-439 (2014). 

 

20. Induction of DNA-protein crosslinks by ionizind radiation and their elimination from the genome. 

T. Nakano, Y Mitsusada, Salem A.M., Shoulkamy M.I., T Sugimoto, R. Hirayama, A. Uzawa, Y. 

Furusawa, and H. Ide 

Mutat. Res., 771, 45-50 (2015). 

 

21. Restriction-modification system with methyl-inhibited base excision and abasic-site cleavage 

activities. 

M. Fukuyo#, T. Nakano#, Y. Zhang, Y. Furuta, K. Ishikawa, M. Watanabe-Matsui, H. Yano, T. 

Hamakawa, H. Ide, and I. Kobayashi (# Equal contribution) 

Nucleic Acids Res., 43(5), 2841-2852 (2015). 

 

22. The evolution of mitochondrial genomes in modern frogs (Neobatrachia): nonadaptive evolution 

of mitochondrial genome reorganization. 

Y. Xia, Y. Zheng, I. Miura, PB Wong, RW Murphy, and X. Zeng 

BMC Genomics 20; 15:691. doi: 10.1186/1471-2164-15-691 (2014).  

 

23. オオサンショウウオの遺伝的地域分化 –西側の集団は過去に一度絶滅を経験したとい

う仮説–. 

三浦郁夫 

SUZUKURI, 44,10-11 (2015). 

 



24. Development of a new approach for targeted gene editing in primordial germ cells using 

TALENs in Xenopus. 

K. Nakajima and Y. Yaoita 

Biology Open, 4, 259-266, doi: 10.1242/bio.201410926 (2015). 

 

25. Highly efficient gene knockout by injection of TALEN mRNAs into oocytes and host 

transfer in Xenopus laevis. 

K. Nakajima and Y. Yaoita 

Biology Open, 4, 180-185, doi: 10.1242/bio.201410009 (2015) 

 

26. 環境放射能動態における微生物の影響に関する研究～各種元素が微生物に与える影

響の検討～. 

稲田晋宣，松嶋亮人，木庭亮二，寺元浩昭，中島 覚 

Proceedings of the 15th Workshop on Environmental Radioactivity, 58-63 (2014). 

 

27. （広場）オークリッジ放射線緊急時支援センター／訓練施設でのトレーニングに参加し

て 
中島 覚 
日本放射線安全管理学会誌, 13, 181-183, (2014). 

 

28. 食品中の放射性物質に係る基準と現状 

中島 覚 

食品衛生学雑誌, 55, J-129-J-132 (2014). 

 

29. Crystal structure and spin state of mixed-crystals of iron with NCS and NCBH3 for the 

assembled complexes bridged by 1,3-bis(4-pyridyl) propanes. 

H. Dote, H. Yasuhara, and S. Nakashima 

J. Radioanal. Nucl. Chem., 303, 1589-1593 (2015). 

 

30. 原発由来放射性物質に関する調査・対策委員会 化学除染委員会中間報告書 

「水中、土中の放射性セシウムと稲の吸収 中間報告書」 

松田尚樹，中島 覚 

日本放射線安全管理学会誌, 13, 84-91 (2014). 

 

31. Solvent Effect on Reaction Rate of Ruthenium-Fulvalene Complexes Intramolecularly 

Bridged by Alkyl Disulfides and the Effect of Chalcogen. 



H. Yasuhara, M. Kaneko, K. Koga, T. Tahara, and S. Nakashima 

Bull. Chem. Soc. Jpn., 87, 498-505 (2014). 

 

32. 溶媒抽出法を用いた汚染土壌からのセシウム除染技術 

宮下 直，中島 覚 

放射性物質対策技術 ～除染、モニタリング、装置・システム開発～,175-183 (2015)． 

 

33. Synthesis and Oxidation Study of the Simplest Binuclear Metallocene Compound of Osmium, 

Biosmocene 

H. Yasuhara, K. Koga, and S. Nakashima 

J. Organomet. Chem., 779, 86-90 (2015). 

 

34. 密度汎関数法を用いたマイナーアクチノイドの選択的分離に対する計算化学的アプ

ローチ. 

金子 政志 

放射化学, 31, 25-27 (2015). 

 

35. 放射性セシウムが一般環境に存在する現状における放射線安全管理の課題（事例報告）. 

稲田晋宣 

日本放射線安全管理学会誌, 13(2), 128-129 (2014). 
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副主任 金輪　真佐美 助教 自然科学研究支援開発センター （霞）６８７８ mfuku@hiroshima-u.ac.jp

動物実験部　霞動物実験施設

主任 外丸　祐介 教授 自然科学研究支援開発センター （霞）５１０６ sotomaru@hiroshima-u.ac.jp

副主任 吉村　幸則 教授 生物圏科学研究科 ７９５８ yyosimu@hiroshima-u.ac.jp

副主任 信清（大中）麻子 助教 自然科学研究支援開発センター （霞）５１０８ asako@hiroshima-u.ac.jp

生物医科学研究開発部

主任 秀　 　道広 教授 医歯薬学総合研究科 （霞）５２３５ ed1h-w1de-road@hiroshima-u.ac.jp

副主任 柘植　雅貴 助教 自然科学研究支援開発センター （霞）６８１４ tsuge@hiroshima-u.ac.jp

低温・機器分析部門

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

部門長 鈴木　孝至 教授 先端物質科学研究科 ７０４０ tsuzuki@hiroshima-u.ac.jp

低温実験部

主任 梅尾　和則 准教授 自然科学研究支援開発センター ６２７６ kumeo@sci.hiroshima-u.ac.jp

物質科学機器分析部

主任 齋藤　健一 教授 自然科学研究支援開発センター ７４８７ saitow@hiroshima-u.ac.jp

加治屋大介 助教 自然科学研究支援開発センター ２４８４ dkajiya@hiroshima-u.ac.jp

低温・機器分析研究開発部

主任 井上　克也 教授 理学研究科 ７４１６ kxi@hiroshima-u.ac.jp

アイソトープ総合部門

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

部門長 中島　 　覚 教授 自然科学研究支援開発センター ６２９１ snaka@hiroshima-u.ac.jp

放射性同位元素管理部

主任 高橋　嘉夫 教授 理学研究科 ７４６０ ytakaha@hiroshima-u.ac.jp

松嶋　亮人 助教 自然科学研究支援開発センター ７１１９ masha@hiroshima-u.ac.jp

放射性同位元素教育研究部

主任 遠藤　暁 教授 工学研究院 ７６１２ endos@hiroshima-u.ac.jp

副主任 稲田　晋宣 助教 自然科学研究支援開発センター ７１１９ kinada@hiroshima-u.ac.jp
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